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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示すべき画像信号の表示期間と非表示期間とを１フレーム期間内に設ける液晶表示装
置であって、
　前記液晶表示パネルに表示する画像コンテンツの撮影時のシャッター速度に関する撮影
情報を取得する手段と、
　前記撮影情報に基づいて、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合を
可変制御する手段とを備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を可変制御する手段は、
液晶表示パネルの裏面に配設されたバックライト光源の点灯時間を可変制御するものであ
ることを特徴とする前記請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を可変制御する手段は、
液晶表示パネルの裏面に配設されたバックライト光源と該液晶表示パネルとの間に設けら
れたシャッター手段の光透過期間を可変制御するものであることを特徴とする前記請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を可変制御する手段は、
前記画像信号に基づいて液晶表示パネルへ印加される電圧が保持される期間を可変制御す
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ることを特徴とする前記請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合に応じて、入力画像信号
の階調レベルを可変することを特徴とする前記請求項１乃至４のいずれかに記載の液晶表
示装置。
【請求項６】
　前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合に応じて、入力画像信号
に対応して前記液晶パネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする前記請求項１
乃至４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト光源により液晶表示パネルを照明して画像を表示する液晶表示
装置に関し、特にインパルス型表示に近づけることにより、動画表示の際に生じる動きぼ
けを防止する液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、高精細、低消費電力、省スペースを実現できる液晶表示装置（ＬＣＤ）等のフラ
ットパネル型表示装置（ＦＰＤ）が盛んに開発されてきており、その中でも特にコンピュ
ータ表示装置やテレビジョン表示装置等の用途へのＬＣＤの普及は目覚しいものがある。
しかしながら、このような用途に従来から主として用いられてきた陰極線管（ＣＲＴ）表
示装置に対して、ＬＣＤにおいては、動きのある画像を表示した場合に、観視者には動き
部分の輪郭がぼけて知覚されてしまうという、いわゆる「動きぼけ」の欠点が指摘されて
いる。
【０００３】
　動画表示における動きぼけが液晶の光学応答時間の遅れ以外に、例えば特開平９－３２
５７１５号公報に記載されているように、ＬＣＤの表示方式そのものにも起因するという
指摘がなされている。電子ビームを走査して蛍光体を発光させて表示を行うＣＲＴ表示装
置においては、各画素の発光は蛍光体の若干の残光はあるものの概ねインパルス状となる
、いわゆるインパルス型表示方式となっている。
【０００４】
　これに対して、ＬＣＤ表示装置においては、液晶に電界を印加することにより蓄えられ
た電荷が次に電界を印加するまで比較的高い割合で保持されるため（特にＴＦＴ ＬＣＤ
においては、画素を構成するドット毎にＴＦＴスイッチが設けられており、さらに通常は
各画素毎に補助容量が設けられているので蓄えられた電荷の保持能力がきわめて高い）、
液晶画素が次のフレームの画像情報に基づく電界印加により書き換えられるまで発光し続
けるという、いわゆるホールド型表示方式である。
【０００５】
　このような、ホールド型表示装置においては、画像表示光のインパルス応答が時間的な
広がりを持つため、時間周波数特性が劣化して、それに伴い空間周波数特性も低下し、観
視画像のぼけが生じる。そこで、上述の特開平９－３２５７１５号公報においては、表示
面に設けたシャッターもしくは光源ランプ（バックライト）をオン／オフ制御することに
より、表示画像の各フィールド期間の後半のみ表示光を観視者に提示して、インパルス応
答の時間的広がりを制限することにより、観視画像の動きぼけを改善する表示装置が提案
されている。
【０００６】
　これについて、図１及び図２とともに説明する。図１において、１１１はストロボラン
プ等の高速に点灯／消灯が可能な光源ランプ、１１２は光源ランプ１１１に電力を供給す
る電源、１１３は電気的な画像信号を画像表示光に変換する、ＴＦＴ型液晶などの透過型
の表示素子、１１６は画像信号と同期信号とにより表示素子１１３を駆動するための駆動
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信号を発生する駆動回路、１１７は入力された同期信号の垂直同期に同期した制御パルス
を発生させ、電源１１２のオン／オフを制御するためのパルス発生回路である。
【０００７】
　光源ランプ１１１は、電源１１２からのパルス状の電力供給によって、点灯率が５０％
の場合、フィールド期間Ｔ内の時刻ｔ１から時刻ｔ２までの期間だけ消灯し、時刻ｔ２か
ら時刻ｔ３までの期間だけ点灯する（図２参照）。また、電源１２からのパルス状の電力
供給によって、点灯率が２５％の場合、フィールド期間Ｔ内の時刻ｔ１から時刻ｔ６まで
の期間だけ消灯し、時刻ｔ６から時刻ｔ３までの期間だけ点灯する（図２参照）。
【０００８】
　すなわち、パルス発生回路１１７及び電源１１２により光源ランプ１１１の発光期間が
制御される。従って、画像ディスプレイとしての画像表示光の総合的な応答は、例えば、
点灯率が５０％である場合、時刻ｔ２から時刻ｔ３までの時間のパルスオン波形、時刻ｔ
４から時刻ｔ５までの時間のパルスオン波形のみとなる。このため、ディスプレイ総合応
答の時間的な広がりは減少し、その時間周波数特性もよりフラットな特性に改善されるの
で、動画表示時の画質劣化も改善される。
【０００９】
　このように、表示すべき１フレーム分の画像信号を液晶表示パネルに書き込んで所定時
間を経過した後に、バックライト光源を全面点灯させることにより、動画表示の際に生じ
る動きぼけ等の画質劣化を改善する方式は全面フラッシュ型と呼ばれ、上記特開平９－３
２５７１５号公報の他にも、例えば特開２００１－２０１７６３号公報、特開２００２－
５５６５７号公報等にて開示されている。
【００１０】
　また、上述の全面フラッシュ型のバックライト点灯方式に対して、例えば特開平１１－
２０２２８６号公報、特開２０００－３２１５５１号公報、特開２００１－２９６８３８
号公報には、液晶表示パネルの複数の分割表示領域に対応する発光分割領域毎にバックラ
イト光源を順次スキャン点灯させることにより、動画表示の際に生じる動きぼけ等の画質
劣化を改善する、所謂走査型のバックライト点灯方式が提案されている。
【００１１】
　このようにバックライトを順次高速点滅させることで、ホールド型駆動の表示状態から
ＣＲＴのようなインパルス型駆動の表示に近づけるものについて、図３乃至図５とともに
説明する。図３においては、液晶表示パネル２０２の裏面に複数（ここでは４本）の直下
型蛍光灯ランプ（ＣＣＦＴ）２０３～２０６を走査線に平行な方向に配置し、液晶表示パ
ネル２０２の走査信号に同期させて各ランプ２０３～２０６を上下方向に順次点灯させる
。尚、各ランプ２０３～２０６は液晶表示パネル２０２を水平方向に４分割した各表示領
域に対応している。
【００１２】
　図４は図３に対応したランプの点灯タイミングを示す図である。図４において、Ｈｉｇ
ｈの状態がランプの点灯状態を示す。例えば、液晶表示パネル２０２における上側１／４
の分割表示領域に対して、１フレーム期間中の（１）のタイミングで映像信号が書き込ま
れ、（２）（３）の液晶応答期間だけ遅延して、（４）のタイミングで蛍光灯ランプ２０
３を点灯させる。このように、映像信号の書き込み後、各分割表示領域に対して１本のラ
ンプのみを点灯させる動作を、１フレーム期間内で順次繰り返す。
【００１３】
　これによって、液晶のホールド型駆動の表示状態からＣＲＴのインパルス型駆動の表示
状態に近づけることが可能となるため、動画表示を行った場合に１フレーム前の映像信号
が認識されなくなり、エッジボケによる動画表示品位の低下を防ぐことができる。尚、図
５に示すように、ランプを２本ずつ同時に点灯させることによっても、同様の効果を得る
ことができるばかりでなく、バックライトの点灯時間を長くすることが可能であり、バッ
クライト輝度の低下を抑制することができる。
【００１４】
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　また、この走査型のバックライト点灯方式においては、液晶表示パネルの複数の分割表
示領域毎に、液晶が光学的に十分応答したタイミングで、対応するバックライト光源の発
光領域を点灯させるので、液晶への画像の書き込みからバックライト光源が点灯するまで
の期間を、表示画面位置（上下位置）に関わらず均一化させることが可能であり、従って
表示画面の位置によらず動画の動きぼけを十分に改善することができるという利点がある
。
【００１５】
　さらに、上述したバックライトの間欠駆動方式に対して、バックライト光源を１フレー
ム期間内で間欠駆動するのではなく、１フレーム期間内において映像信号と黒信号とを繰
返し液晶表示パネルに書き込むことにより、ある映像信号のフレームを走査してから次の
フレームを走査するまで、画素の発光時間（画像表示期間）を短縮して、擬似的なインパ
ルス型表示を実現する、所謂黒書込型の液晶表示装置が提案されている。
【００１６】
　このような黒書込型の液晶表示装置としては、例えば図６(ａ)に示すように、１フレー
ムの入力画像データを液晶表示パネルに対して順次書き込みした後、画面全体に対して一
斉に黒表示データの書き込みを行うことにより、画面全体を所定期間黒表示するものや、
図６(ｂ)に示すように、走査線毎に黒表示データを順次書き込むことによって、画面の一
部を所定期間黒表示し、１フレーム期間内における画像表示期間を従来のホールド型表示
に比べて短時間にするものが知られている（特開平９－１２７９１７号公報、特開平１１
－１０９９２１号公報）。
【特許文献１】特開平９－３２５７１５号公報
【特許文献２】特開２００１－２０１７６３号公報
【特許文献３】特開２００２－５５６５７号公報
【特許文献４】特開平１１－２０２２８６号公報
【特許文献５】特開２０００－３２１５５１号公報
【特許文献６】特開２００１－２９６８３８号公報
【特許文献７】特開平９－１２７９１７号公報
【特許文献８】特開平１１－１０９９２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　上述した従来の技術は、ホールド型表示装置において動画表示の際に生じる動きぼけに
よる画質劣化を改善するために、１フレーム期間（例えば60Hzのプログレッシブスキャン
の場合は16.7msec）内で、バックライト間欠駆動を行ったり、画像表示信号に続いて黒表
示信号を液晶表示パネルに書き込むことで画像表示期間を短縮し、擬似的にホールド型駆
動の表示状態からＣＲＴのようなインパルス型駆動の表示に近づけるものである。
【００１８】
　ここで、動きぼけによる画質劣化を改善するためには、インパルス率（１フレーム期間
内における画像表示期間の割合）を小さくすることが望ましいが、インパルス率を小さく
すると、以下の（１）～（３）に示すような問題を招来する可能性がある。
【００１９】
　（１）画像によってはモーションブラー（Motion Blur）のかかり度合いが異なり、例
えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメやゲーム画像などの場合、図７（ａ）
に示すとおり、本来連続でつながっている時間のうち、描画しているのは離散的な（つま
り１フレーム毎のある瞬間の）画像だけであり、フレーム間の中間時間を補間する働きと
なるモーションブラーが付加されていないことがある。
【００２０】
　モーションブラーが画像処理により施されたものを用いた場合は動きが滑らかに見える
が、モーションブラーがない画像、つまり元々動きが滑らかでないコンテンツ画像を、イ
ンパルス率を小さくして表示した場合、動き像がパラパラと飛び飛びに見えるストロボス
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コーピック（Stroboscopic）妨害が発生し、かえって画質劣化を招来してしまう。
【００２１】
　また、テレビジョンカメラとして通常用いられる蓄積型カメラで撮影した画像は、シャ
ッターが開いている連続時間の積分であるため、シャッタースピードによりモーションブ
ラーの量が異なり、例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影画像（例え
ばニュース番組、水泳などの室内競技の中継）はシャッタースピードが高速（シャッター
開口時間が短い）であるので、図７（ｂ）に示すように、撮影時に動体像に付加されるモ
ーションブラーは少なく、このようなモーションブラーが少ない画像を、インパルス率を
小さくして表示した場合、上述のストロボスコーピック妨害が発生する可能性が高い。
【００２２】
　一方、野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外での撮影画像はシャッタースピー
ドが低速になる（シャッター開口時間が長い）場合もあるので、図７（ｃ）に示すように
、撮影時に動体像にモーションブラーが多く付加されることとなり、このようなモーショ
ンブラーが多い画像を、インパルス率を小さくして表示しても、モーションブラーによる
滑らかな動きの表現が可能であるので、上述のストロボスコーピック妨害は発生せず、動
きぼけを低減してキレのある動画像表示を優先するのが好ましい。
【００２３】
　（２）また、動画を観視する際の視覚特性は、眼球運動、及び視覚の時間積分効果、光
刺激強度に対する視覚応答の非線形性にあると考えられるが、眼球運動のうち、動画像を
知覚する上で最も重要な随従運動（左右両眼がほぼ同様に動物体を追従する動き）の特性
は、動体像の動き速度などによって異なり、画像内容によってはインパルス率を小さくし
て表示した場合、上述のストロボスコーピック妨害が発生する可能性がある。
【００２４】
　例えば、サッカー、バレーボールなどのスポーツ中継のように水平方向に一様に全画面
が動くような（パン移動）画像の場合は、動きぼけによる画質劣化が目立つためなるべく
インパルス率を小さくすることにより、動きぼけを低減してキレのある動画像表示を実現
するのが好ましいが、注目人物を固定して背景が動くような画像の場合は、インパルス率
を小さくすると、上述のストロボスコーピック妨害の発生による画質劣化を招来する可能
性が高い。
【００２５】
　（３）さらに、インパルス率を小さくすると、動画像の動きぼけ妨害を低減することが
できる反面、１フレーム期間内における黒表示期間（画像の非表示期間）が増大すること
から、特に白い画像表示部分においてフリッカが目立ち、このフリッカによる画質劣化を
招来する。
【００２６】
　以上のように、画像コンテンツの種類によっては、インパルス率を小さくした場合、ス
トロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生して、画質劣化を招来する可能性があ
り、総合的な画質向上を実現するのは困難であるという問題があった。
【００２７】
　また、画像コンテンツや画像内容等によって、最適なインパルス率が異なり、しかもユ
ーザの個人差によって動きぼけやストロボスコーピック、フリッカに対する知覚感度（動
視力）のばらつきが大きいため、各々のユーザに対して総合的な画質向上を実現するのは
困難であるという問題があった。
【００２８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、表示する画像コンテンツの種別に応
じて、１フレーム期間内における画像表示期間の割合を可変制御することにより、動きぼ
け、ストロボスコーピック、フリッカなどの各要因による画質劣化を適切に抑制して、総
合的な画質改善を実現することが可能な液晶表示装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
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　本願の第１の発明は、表示すべき画像信号の表示期間と非表示期間とを１フレーム期間
内に設ける液晶表示装置であって、前記液晶表示パネルに表示する画像コンテンツの撮影
時のシャッター速度に関する撮影情報を取得する手段と、前記撮影情報に基づいて、前記
１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合を可変制御する手段とを備えたこと
を特徴とする。
【００３０】
　本願の第２の発明は、前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を
可変制御する手段が、液晶表示パネルの裏面に配設されたバックライト光源の点灯時間を
可変制御するものであることを特徴とする。
【００３１】
　本願の第３の発明は、前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を
可変制御する手段が、液晶表示パネルの裏面に配設されたバックライト光源と該液晶表示
パネルとの間に設けられたシャッター手段の光透過期間を可変制御するものであることを
特徴とする。
【００３２】
　本願の第４の発明は、前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合を
可変制御する手段が、前記画像信号に基づいて液晶表示パネルへ印加される電圧が保持さ
れる期間を可変制御するものであることを特徴とする。
【００３３】
　本願の第５の発明は、前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合に
応じて、入力画像信号の階調レベルを可変することを特徴とする。
【００３４】
　本願の第６の発明は、前記１フレーム期間内における前記画像信号の表示期間の割合に
応じて、入力画像信号に対応して前記液晶パネルに印加する階調電圧を可変することを特
徴とする。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明の液晶表示装置は、上記のような構成としているので、表示する画像コンテンツ
の撮影時のシャッター速度に関する撮影情報を用いて、１フレーム期間内における画像表
示期間の割合を可変制御することにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカな
どの各要因による画質劣化を適切に抑制して、総合的な画質改善を実現することが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００３７】
　まずは、表示すべきコンテンツ種別の検出結果に応じてインパルス率を自動切換えする
液晶表示装置である第１～４の実施形態について説明する。
【００３８】
　〔第１の実施形態〕
　以下、本発明の第１の実施形態について、図８乃至図１０とともに詳細に説明する。こ
こで、図８は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロック図、図
９は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理の一例を説明するための説明図、図
１０は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理の他の例を説明するための説明図
である。
【００３９】
　本実施形態の液晶表示装置は、図８に示すように、ＭＰＥＧ（Moving Picture Expert 
Group）方式等を用いて圧縮符号化された画像、音声データ、及び制御データ（コンテン
ツ情報等）の入力多重化データ（トランスポートストリーム）から、それぞれのデータを
分離して、画像復号部２、音声復号部（図示せず）、制御ＣＰＵ１０の各々に出力する多
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重分離部１と、前記分離された画像データをＭＰＥＧ復号する画像復号部２とを備えてい
る。
【００４０】
　また、前記復号された入力画像信号のフレーム周波数を高周波数に変換するフレーム周
波数変換部３と、入力画像信号の階調レベルを変換する階調変換部４と、入力画像信号に
基づいて液晶表示パネル６のデータ電極及び走査電極を駆動するための電極駆動部５と、
アクティブマトリクス型の液晶表示パネル６とを備えている。
【００４１】
　さらに、前記液晶表示パネル６の裏面に配置された直下型のバックライト光源７と、該
バックライト光源７を１垂直表示期間（１フレーム期間）内で消灯／点灯の間欠駆動を行
う光源駆動部８と、前記画像復号部２で復号された入力画像信号から同期信号を抽出する
同期信号抽出部９と、前記多重分離部１で分離された制御データからコンテンツ情報を取
得・解析して、前記同期信号抽出部７で抽出された垂直同期信号に基づき、バックライト
光源７を点灯／消灯するタイミングを制御する制御信号を光源駆動部８に出力する制御Ｃ
ＰＵ１０とを備えている。
【００４２】
　ここで、制御データに含まれるコンテンツ情報は、ＣＳ（Communication Satellite：
通信衛星）、ＢＳ（Broadcasting Satellite：放送衛星）等を利用して放送局から送信さ
れてくるデジタル放送データに含まれる番組情報（ジャンル情報など）や、ＤＶＤ（Digi
tal Versatile Disc）等のディスクメディアから読み出されるコンテンツ情報を用いるこ
とができる。制御ＣＰＵ１０は、これらを解析することにより、表示すべき画像のコンテ
ンツ種別を検出・判別して、例えば予め画像コンテンツ種別毎のインパルス率情報が格納
されたＲＯＭを参照することで、バックライト点灯期間（画像表示期間）を可変するため
の制御信号を生成する。
【００４３】
　ここで、コンテンツ種別とは、スポーツ、ドラマ、ニュース、アニメ、ゲーム等の種類
を意味するものである。尚、制御ＣＰＵ１０は、上述の放送データに含まれているコンテ
ンツ情報として、番組ジャンル、カテゴリーなどが記述されたＥＰＧ（電子番組ガイド）
情報の他、シャッター速度などの撮影条件が記述された撮影情報、モーションブラーの付
加情報などがあれば、これに基づいて、表示すべき画像のコンテンツ種別を検出すること
が可能である。また、上述の放送データに含まれているコンテンツ情報以外にも、メニュ
ー設定画面等からユーザが入力した映像ソース（映像ポジション）選択指示情報、外部メ
ディア（媒体）から取得されるＥＰＧ（電子番組ガイド）情報、ユーザが撮影・記録した
際に画像データに付加された撮影条件情報などに基づいて、表示すべき画像のコンテンツ
種別を判別することも可能である（詳しくは後述）。
【００４４】
　また、バックライト光源７の点灯期間（画像表示期間）の可変制御に伴い、上記制御Ｃ
ＰＵ１０はバックライト光源７の発光輝度を可変するように光源駆動部８を制御する、或
いは、入力画像信号の階調レベルを可変するように階調変換部４を制御している。ここで
は、バックライト光源７の点灯期間（点灯率）が短縮されても、入力画像信号と表示輝度
の関係が一定となるように、バックライト光源７の発光輝度（バックライト輝度）を上げ
るとともに、階調変換部４で入力画像信号レベルを変換している。
【００４５】
　また、階調変換部４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表示
を行わせるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各インパ
ルス率について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する
変換テーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、階調変換部４は、この変換テーブル
を参照して、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性の変
化による画質劣化の発生を抑制することができる。
【００４６】
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　また、バックライト光源７の発光輝度を変化させずに、インパルス率を小さくすると、
輝度の低い画素は潰れてしまうため、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換して表示
輝度を大きくし、暗い階調のコントラストを上げたり、或いは、インパルス率を大きくす
ると、輝度の高い画素は潰れてしまうため、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換し
て表示輝度を小さくし、明るい階調のコントラストを上げることで、メリハリのある画像
表示を実現することも可能となる。
【００４７】
　さらに、上記制御ＣＰＵ１０は、必要に応じて液晶表示パネル６に供給する画像信号の
フレーム周波数を可変するようフレーム周波数変換部３を制御している。フレーム周波数
変換部３は、例えばフレームメモリを備えたものであり、入力画像信号の１フレーム分の
画像をフレームメモリに記憶した後、制御ＣＰＵ１０からの制御信号に基づいて、所定の
フレーム周波数に変換した画像信号を出力することで、入力画像信号の時間軸圧縮を行う
。
【００４８】
　尚、上記バックライト光源７としては、直下型蛍光灯ランプの他、直下型又はサイド照
射型のＬＥＤ光源、ＥＬ光源などを用いることができる。特にＬＥＤ（発光ダイオード）
は応答速度が数十ｎｓ～数百ｎｓであり、蛍光灯ランプのｍｓオーダーに比べて応答性が
良好なため、よりスイッチングに適した点灯／消灯状態を実現することが可能である。
【００４９】
　本実施形態の液晶表示装置は、全面フラッシュ型のバックライト点灯方式により、動画
表示の際に生じる動きぼけを防止するものである。すなわち、表示画面の全走査（画像の
書き込み）が完了してから、予め決められた所定期間分だけ遅延させた後、バックライト
光源７に駆動波形を印加することにより、図９中の斜線部分で示すバックライト点灯期間
に、バックライト光源７を表示画面の全面に対して一斉に点灯（フラッシュ発光）させる
。
【００５０】
　ここで、図９中において斜線部分で示すバックライト点灯期間、すなわち１フレーム期
間内における画像表示期間（インパルス率）を、表示すべき画像コンテンツの種別に基づ
いて可変することにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカ等の各要因による
画質劣化の発生を適切に抑制して、総合的な画質改善を実現している。
【００５１】
　例えば、図９（ａ）～（ｃ）においては、フレーム周波数変換部３により入力画像信号
のフレーム周波数（６０Ｈｚ）を常に４倍の２４０Ｈｚに変換するものとし、バックライ
ト点灯タイミングを可変制御することで、インパルス率をそれぞれ３０％、４０％、５０
％の３段階に切り換える場合の動作例を示している。
【００５２】
　すなわち、入力画像コンテンツが例えば野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外
での撮影されたもの（図７（ｃ）参照）である場合は、低速のシャッタースピードで撮影
されている可能性が高いので、モーションブラーの量が多く、インパルス率を小さくして
も、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性は少ない。
【００５３】
　このため、図９（ａ）に示すように、画像の書込走査が完了してから、予め決められた
液晶応答期間より十分に大きい期間（ここでは、１フレーム期間の４５％の期間）をおい
た後、バックライト光源７を点灯させて、次のフレームの画像書込走査が始まるまで、バ
ックライト点灯期間（画像表示期間）を保持する。これによって、インパルス率を３０％
として、動きぼけの発生を防止してキレのある動画像表示を実現するとともに、モーショ
ンブラーによる動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
【００５４】
　また、入力画像コンテンツが例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影
されたもの（例えばニュース番組、水泳などの室内競技の中継など）（図７（ｂ）参照）
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である場合は、高速のシャッタースピードで撮影されている可能性が高いので、モーショ
ンブラーの量が少なく、インパルス率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ
等の画質妨害が発生する可能性がある。
【００５５】
　このため、図９（ｂ）に示すように、画像の書込走査が完了してから、予め決められた
液晶応答期間より大きい期間（ここでは、１フレーム期間の３５％の期間）をおいた後、
バックライト光源７を点灯させて、バックライト点灯期間（画像表示期間）を増大させる
。これによって、インパルス率を４０％として、動きぼけの発生を防止しつつ、ストロボ
スコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も抑制して、動体像の滑らかな動きを表現す
ることが可能となる。
【００５６】
　さらに、入力画像コンテンツが例えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメや
ゲームなどのモーションブラーがないもの（図７（ａ）参照）である場合は、インパルス
率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性が高
い。
【００５７】
　このため、図９（ｃ）に示すように、画像の書込走査が完了してから、予め決められた
液晶応答期間（ここでは、１フレーム期間の２５％の期間）だけ遅延した後、すぐにバッ
クライト光源７を点灯させて、次のフレームの画像書込走査が始まるまで、バックライト
点灯期間（画像表示期間）を保持する。これによって、インパルス率を５０％として、動
きぼけの発生を抑制しつつ、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も防止
して、動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
【００５８】
　以上のように、表示すべき画像コンテンツに応じて、バックライト点灯タイミングを遅
らせるか、バックライト消灯タイミングを早めるかして、バックライト点灯期間（画像表
示期間）を可変することにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカ等の各要因
による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改善を実現することが
できる。
【００５９】
　尚、図９に示した一例においては、表示画像信号のフレーム周波数を一定（２４０Ｈｚ
）としているが、例えば図１０に示すように、制御ＣＰＵ１０によりフレーム周波数変換
部３を制御して表示画像信号のフレーム周波数を可変するとともに、バックライト点灯期
間を可変することによって、インパルス率を切り換えることもできる。
【００６０】
　例えば、入力画像コンテンツが例えば野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外で
の撮影されたもの（図７（ｃ）参照）である場合は、低速のシャッタースピードで撮影さ
れている可能性が高いので、モーションブラーの量が多く、インパルス率を小さくしても
、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性は少ない。
【００６１】
　このため、図１０（ａ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数を４倍の２４０
Ｈｚに変換して、画像書込走査期間を１フレーム期間の２５％の期間とし、画像の書込走
査が完了してから、予め決められた液晶応答期間（ここでは、１フレーム期間の２５％の
期間）をおいた後、バックライト光源７を点灯させて、次のフレームの画像書込走査が始
まるまで、バックライト点灯期間（画像表示期間）を保持する。これによって、インパル
ス率を５０％として、動きぼけの発生を防止してキレのある動画像表示を実現するととも
に、モーションブラーによる動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
【００６２】
　また、入力画像コンテンツが例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影
されたもの（例えばニュース番組、水泳などの室内競技の中継など）（図７（ｂ）参照）
である場合は、高速のシャッタースピードで撮影されている可能性が高いので、モーショ
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ンブラーの量が少なく、インパルス率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ
等の画質妨害が発生する可能性がある。
【００６３】
　このため、図１０（ｂ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数を８倍の４８０
Ｈｚに変換することで、画像書込走査期間を１フレーム期間の２５％の期間に短縮し、画
像の書込走査が完了してから、予め決められた液晶応答期間（ここでは、１フレーム期間
の２５％の期間）をおいた後、バックライト光源７を点灯させて、バックライト点灯期間
（画像表示期間）を増大させる。これによって、インパルス率を６２．５％として、動き
ぼけの発生を抑制しつつ、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も低減し
て、動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
【００６４】
　さらに、入力画像コンテンツが例えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメや
ゲームなどのモーションブラーがないもの（図７（ａ）参照）である場合は、インパルス
率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性が高
い。
【００６５】
　このため、図１０（ｃ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数変換は行わず、
液晶応答期間を無視してバックライト光源３を常に全面点灯（連続点灯）させるように制
御して、インパルス率を１００％（完全なホールド型表示）に切り換えることにより、動
体像の滑らかな動きを表現することが可能となる（動き像がぼけるとストロボスコーピッ
ク、フリッカ等の画質妨害は減少する）。
【００６６】
　以上のように、表示すべき画像コンテンツに応じて、１フレーム期間内におけるバック
ライト点灯期間（画像表示期間）を可変することにより、動きぼけ、ストロボスコーピッ
ク、フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画
質改善を実現することができる。また、図９に示した一例のものと組み合わせて、液晶表
示パネル６の大きさや応答特性等に応じたインパルス率の可変自由度をさらに向上させる
ことも可能である。
【００６７】
　尚、上述した本実施形態においては、バックライト点灯期間、すなわち１フレーム期間
内における画像表示期間（インパルス率）を、完全なホールド型表示（インパルス率；１
００％）も含め、画像コンテンツの種別に応じて３段階に切り換え可能としているが、本
発明はこれに限られず、予め定められた２以上のインパルス率を画像コンテンツの種別に
応じて切り換え可能とすれば良いことは言うまでもない。例えば、単にインパルス型表示
とホールド型表示（インパルス型表示のオフ）とを二者択一的に切り換え可能に構成して
も良い。
【００６８】
　また、コンテンツ情報としては、放送局からの放送波信号や外部メディア（媒体）から
取得可能なＥＰＧ（電子番組ガイド）情報を用いたり、入力画像コンテンツに関するモー
ションブラーの付加情報やシャッター速度などの撮影条件情報が取得可能な場合には、こ
れを用いて、表示すべき画像コンテンツの種別を判別することが可能である。
【００６９】
　そしてまた、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入
力映像ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面
よりユーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている
。このユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツ
の種別を判別し、インパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定
画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目において、「ゲーム」が選択指示された
場合、これに連動してインパルス率を大きくするように切換制御することができる。この
ように、映像調整項目に関するユーザ指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツの種
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別を判別し、インパルス率を可変制御する構成としても良い。
【００７０】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置は、全面フラッシュ型のバックライト点灯方
式を用いてインパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、画像コンテンツの種別
に応じてバックライトの点灯期間、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間の割
合（インパルス率）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、
フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改
善を実現することができる。
【００７１】
　また、１フレーム期間内におけるバックライト光源７の点灯期間（インパルス率）に応
じて、バックライト光源７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階調変
換部４で入力画像信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず、入力
画像信号と表示輝度の関係を常に一定とすることが可能である。
【００７２】
　尚、上述した実施形態のように、バックライト光源７そのものを全面フラッシュ点灯（
間欠点灯）するのではなく、常灯（連続点灯）のバックライト光源と液晶表示パネルとの
間に、１フレーム期間内における光透過期間（画像表示期間）を制限するＬＣＤなどのシ
ャッター手段を設けて、画像表示光を変調する構成としても良い。
【００７３】
　〔第２の実施形態〕
　次に、本発明の第２の実施形態について、図１１及び図１２とともに説明するが、上記
第１の実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図１１は
本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理の一例を説明するための説明図、図１２
は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理の他の例を説明するための説明図であ
る。
【００７４】
　本実施形態の液晶表示装置は、走査型のバックライト点灯方式により、動画表示の際に
生じる動きぼけを防止するものであるが、基本的な機能ブロック図は図１とともに上述し
た第１の実施形態のものと同様である。異なるのは、走査線と平行に配置された複数本の
直下型蛍光灯ランプや、複数個の直下型又はサイド照射型のＬＥＤ光源、ＥＬ光源などを
用いて構成されたバックライト光源７のうち、所定の本数（個数）を１発光領域としてこ
れらを１フレーム期間内で順次スキャン点灯するよう制御している点である。制御ＣＰＵ
１０は、同期信号抽出部９で抽出された垂直／水平同期信号（走査信号）及び多重分離部
１で分離された制御データに含まれるコンテンツ情報に基づいて、バックライト光源の各
発光領域を順次スキャン点灯するタイミングを制御している。
【００７５】
　すなわち、本実施形態では、図１１に示すように、ある水平ライン群（表示分割領域）
の走査（画像の書き込み）が完了してから、液晶の応答遅延分を考慮して、該水平ライン
群に対応するバックライト光源３の発光領域（ある蛍光灯ランプ群又はＬＥＤ群）を点灯
させる。これを上下方向に次の領域、・・・と繰り返す。これによって、図１１中の斜線
部分で示すように、バックライト点灯期間を、画像信号の書込走査箇所に対応して、時間
の経過に伴い発光領域単位で、順次移行させることができる。
【００７６】
　ここで、図１１中における斜線部分で示す各発光領域のバックライト点灯期間、すなわ
ち１フレーム期間内における画像表示期間（インパルス率）を、表示すべき画像コンテン
ツの種別に基づいて可変することにより、画像コンテンツに応じて発生する、動きぼけ、
ストロボスコーピック、フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制して、総合的な
画質改善を実現している。
【００７７】
　尚、本実施形態においても、バックライト光源７の点灯期間（画像表示期間）の可変制
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御に伴い、制御ＣＰＵ１０はバックライト光源７の発光輝度を可変するように光源駆動部
８を制御する、或いは、入力画像信号の階調レベルを可変するように階調変換部４を制御
している。ここでは、バックライト光源７の点灯期間（点灯率）が短縮されても、入力画
像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源７の発光輝度（バックラ
イト輝度）を上げるとともに、階調変換部４で入力画像信号レベルを変換している。
【００７８】
　階調変換部４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表示を行わ
せるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各インパルス率
について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する変換テ
ーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、この変換テーブルを参照して、入力画像信
号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性の変化による画質劣化の発生
を抑制することができる。
【００７９】
　また、上記制御ＣＰＵ１０は必要に応じて液晶表示パネル６に供給する画像信号のフレ
ーム周波数を可変するようフレーム周波数変換部３を制御している。フレーム周波数変換
部３は、例えばフレームメモリを備えたものであり、入力画像信号の１フレーム分の画像
をフレームメモリに記憶した後、制御ＣＰＵ１０からの制御信号に基づいて、所定のフレ
ーム周波数に変換した画像信号を出力することで、入力画像信号の時間軸圧縮を行う。
【００８０】
　例えば、図１１（ａ）～（ｃ）においては、入力画像信号のフレーム周波数（６０Ｈｚ
）に変更を加えることなく、バックライト光源７の各発光領域におけるバックライト点灯
タイミングを可変制御することで、１フレーム期間内における画像表示期間をそれぞれ３
／８フレーム期間、１／２フレーム期間、５／８フレーム期間の３段階に切り換える場合
の動作例を示している。
【００８１】
　すなわち、入力画像コンテンツが例えば野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外
での撮影されたもの（図７（ｃ）参照）である場合は、低速のシャッタースピードで撮影
されている可能性が高いので、モーションブラーの量が多く、インパルス率を小さくして
も、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性は少ない。
【００８２】
　このため、図１１（ａ）に示すように、ある水平ライン群において画像書込走査が完了
してから、予め決められた液晶応答期間より十分に大きい期間（ここでは、１／２フレー
ム期間）をおいた後、該水平ライン群に対応するバックライト光線７の発光領域を点灯さ
せて、次のフレームの画像書込走査が始まるまで、バックライト点灯期間（画像表示期間
）を保持する。これによって、インパルス率を３７．５％として、動きぼけの発生を防止
してキレのある動画像表示を実現するとともに、モーションブラーによる動体像の滑らか
な動きを表現することが可能となる。
【００８３】
　また、入力画像コンテンツが例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影
されたもの（例えばニュース番組、水泳などの室内競技の中継など）（図７（ｂ）参照）
である場合は、高速のシャッタースピードで撮影されている可能性が高いので、モーショ
ンブラーの量が少なく、インパルス率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ
等の画質妨害が発生する可能性がある。
【００８４】
　このため、図１１（ｂ）に示すように、ある水平ライン群において画像の書込走査が完
了してから、予め決められた液晶応答期間より大きい期間（ここでは、３／８フレーム期
間）をおいた後、該水平ライン群に対応するバックライト光線７の発光領域を点灯させて
、バックライト点灯期間（画像表示期間）を増大させる。これによって、インパルス率を
５０％として、動きぼけの発生を防止しつつ、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質
妨害の発生も抑制して、動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
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【００８５】
　さらに、入力画像コンテンツが例えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメや
ゲームなどのモーションブラーがないもの（図７（ａ）参照）である場合は、インパルス
率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性が高
い。
【００８６】
　このため、図１１（ｃ）に示すように、ある水平ライン群において画像の書込走査が完
了してから、予め決められた液晶応答期間（ここでは、１／４フレーム期間）だけ遅延し
た後、すぐに該水平ライン群に対応するバックライト光源７の発光領域を点灯させて、次
のフレームの画像書込走査が始まるまで、バックライト点灯期間（画像表示期間）を保持
する。これによって、インパルス率を６２．５％として、動きぼけの発生を抑制しつつ、
ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も防止して、動体像の滑らかな動き
を表現することが可能となる。
【００８７】
　以上のように、表示すべき画像コンテンツに応じて、各発光領域におけるバックライト
点灯タイミングを遅らせるか、バックライト消灯タイミングを早めるかして、バックライ
ト点灯期間（画像表示期間）を可変することにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、
フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改
善を実現することができる。
【００８８】
　尚、図１１に示した一例においては、表示画像信号のフレーム周波数を一定（６０Ｈｚ
）としているが、例えば図１２に示すように、制御ＣＰＵ１０によりフレーム周波数変換
部３を制御して表示画像信号のフレーム周波数を可変するとともに、バックライト点灯期
間を可変することによって、インパルス率を切り換えることもできる。
【００８９】
　例えば、入力画像コンテンツが例えば野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外で
の撮影されたもの（図７（ｃ）参照）である場合は、低速のシャッタースピードで撮影さ
れている可能性が高いので、モーションブラーの量が多く、インパルス率を小さくしても
、ストロボスコーピック、フリッカ等の妨害が発生する可能性は少ない。
【００９０】
　このため、図１２（ａ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数変換は行わず、
ある水平ライン群において画像の書込走査が完了してから、予め決められた液晶応答期間
（ここでは、１／４フレーム期間）だけ遅延した後、すぐに該水平ライン群に対応するバ
ックライト光源７の発光領域を点灯させて、次のフレームの画像書込走査が始まるまで、
バックライト点灯期間（画像表示期間）を保持する。これによって、インパルス率を６２
．５％として、動きぼけの発生を防止してキレのある動画像表示を実現するとともに、モ
ーションブラーによる動体像の滑らかな動きを表現することが可能となる。
【００９１】
　また、入力画像コンテンツが例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影
されたもの（例えばニュース番組、水泳などの室内競技の中継など）（図７（ｂ）参照）
である場合は、高速のシャッタースピードで撮影されている可能性が高いので、モーショ
ンブラーの量が少なく、インパルス率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ
等の画質妨害が発生する可能性がある。
【００９２】
　このため、図１２（ｂ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数を４倍の２４０
Ｈｚに変換することで、画像書込走査期間を１フレームの１／４の期間に短縮し、ある水
平ライン群において画像の書込走査が完了してから、予め決められた液晶応答期間（ここ
では、１／４フレーム期間）だけ遅延した後、すぐに該水平ライン群に対応するバックラ
イト光源７の発光領域を点灯させて、バックライト点灯期間（画像表示期間）を増大させ
る。これによって、インパルス率を約７２％として、動きぼけの発生を抑制しつつ、スト
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ロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も低減して、動体像の滑らかな動きを表
現することが可能となる。
【００９３】
　さらに、入力画像コンテンツが例えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメや
ゲームなどのモーションブラーがないもの（図７（ａ）参照）である場合は、インパルス
率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性が高
い。
【００９４】
　このため、図１２（ｃ）に示すように、入力画像信号のフレーム周波数変換は行わず、
液晶応答期間を無視してバックライト光源７を常に全面点灯（連続点灯）させるように制
御して、インパルス率を１００％（完全なホールド型表示）に切り換えることにより、動
体像の滑らかな動きを表現することが可能となる（動き像がぼけるとストロボスコーピッ
ク、フリッカ等の画質妨害は減少する）。
【００９５】
　以上のように、表示すべき画像コンテンツに応じて、１フレーム期間内におけるバック
ライト点灯期間（画像表示期間）を可変することにより、動きぼけ、ストロボスコーピッ
ク、フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画
質改善を実現することができる。また、図１１に示した一例のものと組み合わせて、液晶
表示パネル６の大きさや応答特性等に応じたインパルス率の可変自由度をさらに向上させ
ることも可能である。
【００９６】
　尚、上述した本実施形態においては、１フレーム期間内におけるバックライト点灯期間
（画像表示期間）、すなわちインパルス率を、完全なホールド型表示（インパルス率；１
００％）も含め、画像コンテンツの種別に応じて３段階に切り換え可能としているが、本
発明はこれに限られず、予め定められた２以上のインパルス率を画像コンテンツの種別に
応じて切り換え可能とすれば良いことは言うまでもない。例えば、単にインパルス型表示
とホールド型表示（インパルス型表示のオフ）とを二者択一的に切り換え可能に構成して
も良い。
【００９７】
　また、コンテンツ情報としては、放送局からの放送波信号や外部メディア（媒体）から
取得可能なＥＰＧ（電子番組ガイド）情報を用いたり、入力画像コンテンツに関するモー
ションブラーの付加情報やシャッター速度などの撮影条件情報が取得可能な場合には、こ
れを用いて、表示すべき画像コンテンツの種別を判別することが可能である。
【００９８】
　そしてまた、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入
力映像ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面
よりユーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている
。このユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツ
の種別を判別し、インパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定
画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目において、「ゲーム」が選択指示された
場合、これに連動してインパルス率を大きくするように切換制御することができる。この
ように、映像調整項目に関するユーザ指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツの種
別を判別し、インパルス率を可変制御する構成としても良い。
【００９９】
　そしてまた、上記実施形態のものにおいては、バックライト光源７を８つの発光領域（
水平ライン群）に分割して順次スキャン点灯しているが、発光分割領域の数は２以上であ
ればいくつでも良く、また各発光領域はバックライト光源３を水平方向（走査線と平行方
向）に分割した領域に限られないことは明らかである。この点においても、バックライト
光源７として直下型平面ＬＥＤを用いた場合の方が、発光分割領域の設定を自由度の高い
ものとすることができる。また、バックライト光源７としてＬＥＤを用いた場合、その駆
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動電流量を制御することで、比較的容易にバックライト輝度を制御することも可能となる
。
【０１００】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置においては、走査型のバックライト点灯方式
を用いてインパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、画像コンテンツの種別に
応じて各発光領域のバックライト点灯期間、すなわち１フレーム期間内における画像表示
期間の割合（インパルス率）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコー
ピック、フリッカ等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的
な画質改善を実現することができる。
【０１０１】
　また、１フレーム期間内におけるバックライト光源７の点灯期間（インパルス率）に応
じて、バックライト光源７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階調変
換部４で入力画像信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず、入力
画像信号と表示輝度の関係を常に一定とすることが可能である。
【０１０２】
　尚、上述した実施形態のように、バックライト光源７そのものを複数の発光領域に分割
して順次スキャン点灯（間欠点灯）するのではなく、常灯（連続点灯）のバックライト光
源と液晶表示パネルとの間に、各分割表示領域に対する、１フレーム期間内における光透
過期間（画像表示期間）を制限するＬＣＤなどのシャッター手段を設けて、画像表示光を
変調する構成としても良い。
【０１０３】
　〔第３の実施形態〕
　次に、本発明の第３の実施形態について、図１３乃至図１５とともに説明するが、上記
第２の実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図１３は
本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロック図、図１４は本実施
形態の液晶表示装置における電極駆動動作を説明するためのタイミングチャート、図１５
は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理の一例を説明するための説明図である
。
【０１０４】
　本実施形態の液晶表示装置は、図１４に示すように、バックライト光源７を常に点灯状
態（連続点灯）として、１フレーム期間内で液晶表示パネル１６への画像表示信号の書込
走査に続けて黒表示信号の書込走査（リセット走査）を行う黒書込型により、動画表示の
際に生じる動きぼけを防止するものであり、画像コンテンツの種別に基づいて、制御ＣＰ
Ｕ１０が電極駆動部５による黒表示信号の書き込みタイミングを可変制御していることを
特徴とする。
【０１０５】
　すなわち、電極駆動部５では、各走査線を画像表示のために選択する以外に、黒表示の
ために再度選択するとともに、それに応じて入力画像信号及び黒表示信号をデータ線へ供
給するという一連の動作を１フレーム周期で行う。こうして、あるフレーム画像表示と次
のフレーム画像表示との間に黒信号を表示する期間（黒表示期間）を発生させている。こ
こで、画像信号の書き込みタイミングに対する黒表示信号の書き込みタイミング（遅延時
間）を、制御ＣＰＵ１０で判別された画像コンテンツの種別に応じて可変する。
【０１０６】
　また、黒表示期間の可変制御に伴い、制御ＣＰＵ１０はバックライト光源７の発光輝度
を可変するように光源駆動部８を制御する、或いは、入力画像信号の階調レベルを可変す
るように階調変換部４を制御している。ここでは、画像表示期間が短縮されても、入力画
像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源７の発光輝度（バックラ
イト輝度）を上げるとともに、階調変換部４で入力画像信号レベルを変換している。
【０１０７】
　また、階調変換部４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表示
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を行わせるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各インパ
ルス率について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する
変換テーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、この変換テーブルを参照して、入力
画像信号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性の変化による画質劣化
の発生を抑制することができる。
【０１０８】
　図１４は液晶表示パネル６の走査線（ゲート線）に関するタイミングチャートである。
ゲート線Ｙ１～Ｙ４８０は、タイミングを少しずらして、１フレーム周期中において、信
号線（データ線）を介して、画像信号を画素セルに書き込むために順次立ち上げられる。
４８０本すべてのゲート線を立ち上げて、画像信号を画素セルに書き込むことで１フレー
ム周期が終了する。
【０１０９】
　このとき、画像信号の書き込みのための立ち上げから、画像コンテンツの種別に基づい
て決定される期間だけ遅延して、ゲート線Ｙ１～Ｙ４８０を再度立ち上げて、各画素セル
にデータ線Ｘを介して黒を表示する電位を供給する。これにより、各画素セルは黒表示状
態となる。すなわち、各ゲート線Ｙは、１フレーム周期において、異なるタイミングで２
回高レベルとなる。１回目の選択により画素セルは一定期間画像データを表示し、それに
続く２回目の選択で、画素セルは強制的に黒表示を行う。
【０１１０】
　例えば、図１５（ａ）～（ｃ）においては、入力画像信号のフレーム周波数（６０Ｈｚ
）に変更を加えることなく、黒表示信号の書き込みタイミングを可変制御することで、１
フレーム期間内における画像表示期間をそれぞれ１／４フレーム期間、１／２フレーム期
間、１フレーム期間の３段階に切り換える場合の動作例を示している。
【０１１１】
　すなわち、入力画像コンテンツが例えば野球やサッカーのナイター中継などの暗い野外
での撮影されたもの（図７（ｃ）参照）である場合は、低速のシャッタースピードで撮影
されている可能性が高いので、モーションブラーの量が多く、インパルス率を小さくして
も、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性は少ない。
【０１１２】
　このため、図１５（ａ）に示すように、ある画素に対して画像表示信号の書き込みが完
了してから、１／４フレーム期間だけ遅延した後、黒表示信号の書き込みを開始し、次の
フレームの画像書込走査が始まるまで黒表示期間（３／４フレーム期間）を保持する。こ
れによって、インパルス率を２５％として、動きぼけの発生を防止してキレのある動画像
表示を実現するとともに、モーションブラーによる動体像の滑らかな動きを表現すること
が可能となる。
【０１１３】
　また、入力画像コンテンツが例えば映画やスタジオなどの強い照明を伴う室内での撮影
されたもの（例えばニュース番組、水泳などの室内競技の中継など）（図７（ｂ）参照）
である場合は、高速のシャッタースピードで撮影されている可能性が高いので、モーショ
ンブラーの量が少なく、インパルス率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ
等の画質妨害が発生する可能性がある。
【０１１４】
　このため、図１５（ｂ）に示すように、ある画素に対して画像表示信号の書き込みが完
了してから、１／２フレーム期間だけ遅延した後、黒表示信号の書き込みを開始し、次の
フレームの画像書込走査が始まるまで黒表示期間（１／２フレーム期間）を保持する。こ
れによって、画像表示期間を増大させて、インパルス率を５０％とし、動きぼけの発生を
抑制しつつ、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害の発生も低減して、動体像の
滑らかな動きを表現することが可能となる。
【０１１５】
　さらに、入力画像コンテンツが例えばＣＧ（コンピュータグラフィックス）、アニメや
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ゲームなどのモーションブラーがないもの（図７（ａ）参照）である場合は、インパルス
率を小さくすると、ストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害が発生する可能性が高
い。
【０１１６】
　このため、図１５（ｃ）に示すように、黒表示信号の書込走査を行わず黒表示期間を無
くす（画像表示期間を１フレーム期間保持する）ように制御することで、インパルス率を
１００％（完全なホールド型表示）に切り換えて、動体像の滑らかな動きを表現すること
が可能となる（動き像がぼけるとストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害は減少す
る）。
【０１１７】
　以上のように、表示すべき画像コンテンツに応じて、黒表示信号の供給期間（画像信号
の非表示期間）、すなわち画像表示期間を可変することにより、動きぼけ、ストロボスコ
ーピックの各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改善
を実現することができる。
【０１１８】
　尚、上述した本実施形態においては、１フレーム期間内における画像表示期間すなわち
インパルス率を、完全なホールド型表示（インパルス率；１００％）も含め、画像コンテ
ンツの種別に応じて３段階に切り換え可能としているが、本発明はこれに限られず、予め
定められた２以上のインパルス率を画像コンテンツの種別に応じて切り換え可能とすれば
良いことは言うまでもない。例えば、単にインパルス型表示とホールド型表示（インパル
ス型表示のオフ）とを二者択一的に切り換え可能に構成しても良い。
【０１１９】
　また、コンテンツ情報としては、放送局からの放送波信号や外部メディア（媒体）から
取得可能なＥＰＧ（電子番組ガイド）情報を用いたり、入力画像コンテンツに関するモー
ションブラーの付加情報やシャッター速度などの撮影条件情報が取得可能な場合には、こ
れを用いて、表示すべき画像コンテンツの種別を判別することが可能である。
【０１２０】
　そしてまた、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入
力映像ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面
よりユーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている
。このユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツ
の種別を判別し、インパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定
画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目において、「ゲーム」が選択指示された
場合、これに連動してインパルス率を大きくするように切換制御することができる。この
ように、映像調整項目に関するユーザ指示情報を用いて、表示すべき画像コンテンツの種
別を判別し、インパルス率を可変制御する構成としても良い。
【０１２１】
　そしてまた、本実施形態においては、入力画像信号（６０Ｈｚ）のフレーム周波数を変
換せずにそのまま液晶表示パネル１６に供給しているが、画像信号のフレーム周波数を可
変しても良いことは言うまでもない。そしてまた、上記黒表示期間にはバックライト光源
７を消灯することで、バックライト点灯期間を短縮して、バックライト光源７の長寿命化
、低消費電力化を実現することも可能である。ここで、バックライト光源７としてＬＥＤ
を用いた場合、その駆動電流量を制御することで、比較的容易にバックライト輝度を制御
することも可能となる。
【０１２２】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置においては、黒書込型の表示方式を用いてイ
ンパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、画像コンテンツの種別に応じて１フ
レーム期間内における画像表示期間の割合、すなわちインパルス率を適切に切り換えるこ
とにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカ等の各要因による画質劣化を適切
に抑制することが可能となり、総合的な画質改善を実現することができる。
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【０１２３】
　また、１フレーム期間内における画像表示期間（インパルス率）に応じて、バックライ
ト光源７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階調変換部４で入力画像
信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず、入力画像信号と表示輝
度の関係を常に一定とすることが可能である。
【０１２４】
　〔第４の実施形態〕
　次に、本発明の第４の実施形態について、図１６乃至図２３とともに説明するが、上記
第３の実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図１６は
本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロック図、図１７は本実施
形態の電極駆動部を示す機能ブロック図、図１８は本実施形態の液晶表示装置における基
準階調電圧データ格納部の内容例を示す概略説明図、図１９は液晶の印加電圧に対する透
過率の関係の一例を示す説明図、図２０は本実施形態の液晶表示装置における液晶の応答
特性を示す概略説明、図２１は本実施形態の液晶表示装置における基準階調電圧発生部の
概略構成を示すブロック図、図２２は本実施形態の液晶表示装置における信号線駆動回路
の要部概略構成を示す回路図、図２３は本実施形態の液晶表示装置におけるホールド型表
示時とインパルス型表示時とのガンマ特性を示す概略説明図である。
【０１２５】
　本実施形態は、基本的には第３の実施形態と同じく、バックライト光源７を常に点灯状
態（連続点灯）として、１フレーム期間内で液晶表示パネル６への画像表示信号の書込走
査に続けて黒表示信号の書込走査（リセット走査）を行う黒書込型により、動画表示の際
に生じる動きぼけを防止するものであり、画像コンテンツの種別に基づいて、制御ＣＰＵ
１０が電極駆動部５ａによる黒表示信号の書き込みタイミングを可変制御していることを
特徴とする。
【０１２６】
　第３の実施形態においては、黒表示期間の可変制御によってインパルス率を変化させた
場合、ガンマ特性をほぼ一致させるには、あらかじめ変換テーブルを用意し、階調変換部
４が、この変換テーブルを参照して変換処理を行う。これに対して、本実施形態において
は、図１６に示すように、階調変換部４を備えてはおらず、階調変換部４に代わって、電
極駆動部５ａが各インパルス率に対応して液晶表示パネル６に印加する階調電圧を可変し
、ガンマ特性をほぼ一致させる。
【０１２７】
　また、黒表示期間の可変制御に伴い、制御ＣＰＵ１０はバックライト光源７の発光輝度
を可変するように光源駆動部８を制御する、或いは、液晶表示パネル６に印加する階調電
圧を可変するように電極駆動部５ａを制御している。ここでは、画像表示期間が短縮され
ても、入力画像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源７の発光輝
度（バックライト輝度）を上げるとともに、電極駆動部５ａで液晶表示パネル６に印加す
る階調電圧を可変している。
【０１２８】
　次に、電極駆動部５ａの構成、黒表示信号によるインパルス率の可変動作及び液晶表示
パネル６に印加する階調電圧の可変動作について詳しく説明する。この電極駆動部５ａは
、図１７に示すように、基準階調電圧データ格納部３１、基準階調電圧発生部３２、走査
線駆動回路３３、信号線駆動回路３４からなる構成である。
【０１２９】
　インパルス型表示を行う際は、走査線駆動回路３３から液晶表示パネル６の走査線（ゲ
ート線Ｙ）に供給される走査信号が、画像表示信号に応じた階調電圧を画素電極に書き込
むための画像表示用選択期間と、黒表示信号に応じた電圧を画素電極に書き込むための黒
表示用選択期間との２つの走査線選択期間を１フレーム期間内に有している。これによっ
て、図１４に示したように、各ゲート線Ｙが、１フレーム周期において、異なるタイミン
グで２回高レベルとなる。また、信号線駆動回路３４は、各信号線（データ線Ｘ）から画
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像表示信号に対応した階調電圧と黒表示信号に対応した電圧が液晶表示パネル６に対して
交互に出力される。こうして、１回目の選択により画素セルは一定期間画像表示信号を表
示し、それに続く２回目の選択で、画素セルは強制的に黒表示を行う。
【０１３０】
　ここで、黒表示用選択期間は、インパルス率に応じて選択され、画像表示用選択期間が
選択される走査線の複数行下又は複数行上の走査線に対して黒表示を行うものとする。そ
して、黒表示用選択期間における信号線には黒表示信号に応じた電圧が印加され、走査線
毎に黒表示を行うことが可能となっている。このような黒表示信号の書き込み行、画像表
示信号の書き込み行の選択は、制御ＣＰＵ１０が走査線駆動回路３３を適宜制御すること
により実現される。これによって、画像表示信号の書き込み行と黒表示信号の書き込み行
とが複数行上又下の間隔を保った状態で、それぞれ線順次走査されることとなる。
【０１３１】
　また、各フレームの画像表示信号と黒表示信号との切換制御も、制御ＣＰＵ１０により
行っている。１つの画素列に注目すると、あるライン（行）に対する画像表示選択期間で
画像表示信号を、他のライン（行）に対する黒表示用選択期間で黒表示信号を、信号線駆
動回路３４から液晶表示パネル６へ供給している。以上により、１フレーム期間内におけ
る黒表示期間の割合を可変して、各インパルス率のインパルス型表示を実現することがで
きる。
【０１３２】
　尚、ホールド型表示（インパルス率；１００％）を行う際には、入力画像信号を信号線
駆動回路３４に供給するとともに、１フレーム周期で線順次走査するように走査線駆動回
路３３を制御ＣＰＵ１０により制御する（黒表示信号の書き込みは行わない）。これによ
って、インパルス率が１００％の通常のホールド型表示を実現することができる。
【０１３３】
　次に、液晶表示パネル６に印加する階調電圧の可変動作について説明する。基準階調電
圧発生部３２は、基準階調電圧データ格納部３１に格納されている基準階調電圧データに
基づき、信号線駆動回路３４に対して基準階調電圧を供給するものである。ここで、基準
階調電圧データ格納部３１には、図１８に示すように、各インパルス率に対応（ここでは
、インパルス率；１００％のホールド型表示時と、インパルス率；５０％のインパルス型
表示時との各々に対応）した基準階調電圧データがＲＯＭの別領域に格納されており、こ
れらは制御ＣＰＵ１０により選択指示されて、基準階調電圧発生部３２に出力される。基
準階調電圧データ格納部３１に格納される基準階調電圧データは、以下のように設定され
る。
【０１３４】
　まず、ホールド型表示（インパルス率；１００％）時に対応した基準階調電圧データは
、図１９に示した印加電圧と液晶透過率との関係、いわゆるＶ－Ｔ曲線より、表示階調と
表示輝度（液晶透過率）の関係が例えばガンマ２．２の関係となるように設定されている
。ここでは、例えば表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ｂｉｔの２５６階調であ
る場合、０，３２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５階調に相当す
る電圧データＶ０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５が設定／格納されており、この格納された
基準階調以外の階調については、上記基準階調電圧を線形に抵抗分割することで、液晶表
示パネル６に印加する全階調電圧が求められる。
【０１３５】
　一方、インパルス型表示（インパルス率；５０％）を行う場合の基準階調電圧データは
、図１９に示したＶ－Ｔ曲線から即座に決定されるものではなく、図２０に示すインパル
ス型表示時の表示輝度（透過率）の時間変化における、１フレーム期間内での輝度の積分
値Ｉと液晶への印加電圧Ｔの関係を求めることにより決定される。輝度積分値Ｉは液晶の
応答速度により変化する。また、液晶応答速度は表示階調により変化するため、インパル
ス型表示を行う場合には、図１９に示した印加電圧と液晶透過率（輝度）の関係は成立し
ない。すなわち、図１９のよりＶ－Ｔ曲線から決定されたホールド型表示を行う際の階調
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電圧では所望の階調表示ができない。
【０１３６】
　そこで、インパルス型表示を行う場合には、新たに１フレーム期間内での輝度の積分値
Ｉと印加電圧の関係を計測し、ホールド型表示時とは異なる基準階調電圧データを設定す
る。この基準階調電圧データの設定にあたっては、表示階調と表示輝度（液晶透過率）の
積分値Ｉとの関係が例えばガンマ２．２の関係となるよう設定されている。ここでは、例
えば表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ｂｉｔの２５６階調である場合、０，３
２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５階調に相当する電圧データＶ
０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５が設定／格納されており、この格納された基準階調以外の
階調については、上記基準階調電圧を線形に抵抗分割することで、液晶表示パネル６に印
加する全階調電圧が求められる。
【０１３７】
　基準階調電圧発生部３２は、図２１に示すように、基準階調電圧データ格納部３１より
取得したＶ０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５のデジタルデータを、ＤＡコンバータ５１によ
りＤ／Ａ変換した後、アンプ部５２により適宜増幅することで調整された基準階調電圧Ｖ
Ａ０，ＶＡ３２，・・・，ＶＡ２５５を、ソースドライバ等を含む信号線駆動回路３４へ
供給する。信号線駆動回路３４は、図２２に示すように、基準階調電圧ＶＡ０，ＶＡ３２
・・・・ＶＡ２５５の各入力端子が抵抗分割接合されており、画像表示信号に対応した全
階調電圧を生成することで、８ｂｉｔの画像表示信号を表示することができる。
【０１３８】
　尚、ここでは、０，３２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５の３
２階調毎の９つの基準階調に対する階調電圧を発生し、これ以外の階調電圧を抵抗分割に
よって生成するものについて説明したが、これに限らず、例えば１６階調毎の基準階調に
対する階調電圧を発生するものなどに適用しても良いことは言うまでもない。
【０１３９】
　以上のように、基準階調電圧データ格納部３１に格納されたホールド型表示（インパル
ス率；１００％）をする際の基準階調電圧データ、或いは、インパルス型表示（インパル
ス率；５０％）をする際の基準階調電圧データの各々は、制御ＣＰＵ１０からの制御信号
に基づいて、そのいずれかが基準階調電圧発生部３２に読み出され、この基準階調電圧デ
ータに基づき、入力画像信号の各階調レベルに対応して液晶表示パネル６へ印加される階
調電圧が決定される。
【０１４０】
　これによって、図２３に示すように、ホールド型表示とインパルス型表示とのいずれを
行う場合であっても、黒挿入に伴って発生する表示階調毎の液晶の応答速度差に起因した
ガンマ特性の変化を防止して、理想的な表示状態を保持することが可能となり、ガンマ特
性の変化に由来する画質劣化の発生を抑制することができる。
【０１４１】
　本実施形態の液晶表示装置において、表示すべき画像コンテンツの種別に基づいて、イ
ンパルス率をどのように変化させるかについては、第３の実施形態に示したものと同様の
動作を行うため、詳しい説明は省略する。
【０１４２】
　第３の実施形態のように、階調変換部を設けて、入力画像信号の階調レベルを変換する
ことにより、入力画像信号に対応して液晶表示パネル６に印加される階調電圧を可変する
構成とした場合、制御ＣＰＵ１０へ供給される画像データは実質ビット圧縮されることと
なり、階調変換によって表示能力が低下してしまう可能性もある。
【０１４３】
　これに対し、本実施形態のように、信号線駆動回路３４へ供給する基準階調電圧自体を
調整することにより、８ｂｉｔの表示能力を保持したまま、ガンマ特性変化を抑制するこ
とが可能となり、例えばグラデーションなど微妙な階調変化を表示する際にも、すじ状の
不連続性が表示されることなく、高品位な表示を実現することができる。
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【０１４４】
　尚、上記第の４実施形態のように、入力画像信号の各階調レベルに対応して液晶表示パ
ネルへ印加される階調電圧を、各インパルス率に応じて可変する構成を、上記第１乃至第
３の実施形態に適用しても良いことは言うまでもない。
【０１４５】
　次に、ユーザが任意にインパルス率を可変する液晶表示装置である第５～８の実施形態
について説明する。
【０１４６】
　〔第５の実施形態〕
　以下、本発明の第５の実施形態について、図２４乃至図２９とともに詳細に説明する。
ここで、図２４は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロック図
、図２５～図２７は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理を説明するための説
明図、図２８は本実施形態の液晶表示装置におけるインパルス率の切換動作例を示す説明
図、図２９は本実施形態の液晶表示装置におけるインパルス率の切換設定画面例を示す説
明図である。
【０１４７】
　本実施形態においては、図２４に示すように、液晶層と該液晶層に走査信号及びデータ
信号を印加するための電極とを有するアクティブマトリクス型の液晶表示パネル１６と、
入力画像信号に基づいて前記液晶表示パネル１６のデータ電極及び走査電極を駆動するた
めの電極駆動部１５と、前記液晶表示パネル１６の裏面に配置された直下型のバックライ
ト光源１７と、バックライト光源１７を１垂直表示期間（１フレーム期間）内で消灯／点
灯の間欠駆動を行う光源駆動部１８とを備えている。
【０１４８】
　さらに、入力画像信号のフレーム周波数を高周波数に変換するフレーム周波数変換部１
３と、入力画像信号の階調レベルを変換する階調変換部１４と、入力画像信号から同期信
号を抽出する同期信号抽出部１９と、図示しないリモコン（リモートコントローラ）を用
いてユーザが入力した指示信号を受信するリモコン受光部２１と、リモコン受光部２１で
受信した指示信号を検出・解析して、同期信号抽出部１９で抽出された垂直同期信号に基
づき、バックライト光源１７を点灯／消灯するタイミングを制御する制御信号を光源駆動
部１８に出力する制御ＣＰＵ２０とを備えている。
【０１４９】
　また、バックライト光源１７の点灯期間（画像表示期間）の可変制御に伴い、上記制御
ＣＰＵ２０はバックライト光源１７の発光輝度を可変するように光源駆動部１８を制御す
る、或いは、入力画像信号の階調レベルを可変するように階調変換部１４を制御している
。ここでは、バックライト光源１７の点灯期間（点灯率）が短縮されても、入力画像信号
と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源１７の発光輝度（バックライト
輝度）を上げるとともに、階調変換部１４で入力画像信号レベルを変換している。
【０１５０】
　また、階調変換部１４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表
示を行わせるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各イン
パルス率について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換す
る変換テーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、階調変換部１４は、この変換テー
ブルを参照して、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性
の変化による画質劣化の発生を抑制することができる。
【０１５１】
　また、バックライト光源７の発光輝度を変化させずに、インパルス率を小さくすると、
輝度の低い画素は潰れてしまうため、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換して表示
輝度を大きくし、暗い階調のコントラストを上げたり、或いは、インパルス率を大きくす
ると、輝度の高い画素は潰れてしまうため、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換し
て表示輝度を小さくし、明るい階調のコントラストを上げることで、メリハリのある画像
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表示を実現することも可能となる。
【０１５２】
　さらに、上記制御ＣＰＵ２０は、必要に応じて液晶表示パネル１６に供給する画像信号
のフレーム周波数を可変するようフレーム周波数変換部１３を制御している。フレーム周
波数変換部１３は、例えばフレームメモリを備えたものであり、入力画像信号の１フレー
ム分の画像をフレームメモリに記憶した後、制御ＣＰＵ２０からの制御信号に基づいて、
所定のフレーム周波数に変換した画像信号を出力することで、入力画像信号の時間軸圧縮
を行う。
【０１５３】
　尚、上記バックライト光源１７としては、直下型蛍光灯ランプの他、直下型又はサイド
照射型のＬＥＤ光源、ＥＬ光源などを用いることができる。特にＬＥＤ（発光ダイオード
）は応答速度が数十ｎｓ～数百ｎｓであり、蛍光灯ランプのｍｓオーダーに比べて応答性
が良好なため、よりスイッチングに適した点灯／消灯状態を実現することが可能である。
【０１５４】
　本実施形態の液晶表示装置は、全面フラッシュ型のバックライト点灯方式により、動画
表示の際に生じる動きぼけを防止するものである。すなわち、表示画面の全走査（画像の
書き込み）が完了してから、予め決められた所定期間分だけ遅延させた後、バックライト
光源１７に駆動波形を印加することにより、図２５～図２７中の斜線部分で示すバックラ
イト点灯期間に、バックライト光源１７を表示画面の全面に対して一斉に点灯（フラッシ
ュ発光）させる。
【０１５５】
　ここで、図２５～図２７中において斜線部分で示すバックライト点灯期間、すなわち１
フレーム期間内における画像表示期間（インパルス率）を、リモコン（図示せず）を用い
てユーザが入力した指示に基づいて可変することにより、画像コンテンツや画像内容等に
応じて発生する、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカなどの各要因による画質劣
化を適切に抑制して、ユーザにとって総合的な画質改善を実現している。
【０１５６】
　例えば、図２５（ａ）～（ｃ）においては、インパルス率をそれぞれ５０％、４０％、
３０％の３段階に可変制御した場合の動作例を示している。ストロボスコーピック、フリ
ッカによる画質妨害を低減したい場合は、図２５（ａ）に示すように、画像の書込走査が
完了してから、予め決められた液晶の応答期間（ここでは、１／４フレーム期間）だけ遅
延した後、すぐにバックライト光源１７を点灯させて、次のフレームの画像書込走査が始
まるまで、バックライト点灯期間（画像表示期間）を保持する。
【０１５７】
　また、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が発生しておらず、動きぼけに
よる画質妨害を低減したい場合は、図２５（ｂ）、（ｃ）に示すように、バックライト点
灯タイミングを遅らせるか、バックライト消灯タイミングを早めるかして、バックライト
点灯期間（画像表示期間）を短縮することで、インパルス率を小さくしている。
【０１５８】
　さらに、図２５に示した例においては、１フレーム期間から液晶応答期間及びバックラ
イト点灯期間を除いた期間内で、１フレーム分の画像信号を液晶表示パネル１６の全画面
にわたって書込走査する必要があるため、フレーム周波数変換部１３により入力画像信号
のフレーム周波数（６０Ｈｚ）を４倍の２４０Ｈｚに変換しているが、バックライト点灯
期間を十分確保するために、制御ＣＰＵ２０によりフレーム周波数変換部１３を制御し、
例えば図２６に示すように、入力画像信号のフレーム周波数を更に高周波数（４８０Ｈｚ
）に変換することで、画像書込走査期間を短縮して、インパルス率を６２．５％に増大さ
せることができる。
【０１５９】
　従って、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が目立つ場合、ユーザ指示に
基づき、画像信号のフレーム周波数を高くするように可変制御することで、バックライト
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点灯期間を増大させて、動きが滑らかな表示画像を得ることが可能となる（動き像がぼけ
るとストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害は減少する）。このように、必要に応
じて入力画像信号のフレーム周波数を高周波数に変換することにより、バックライト点灯
期間の設定自由度を向上させることができる。
【０１６０】
　さらに、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が目立つ場合には、図２７に
示すように、ユーザ指示に基づいて、液晶応答期間を無視してバックライト光源１７を常
に全面点灯（連続点灯）させるように制御することによって、インパルス率を１００％（
完全なホールド型表示）に切り換え、これらの画質妨害を完全に防止することが可能とな
る。
【０１６１】
　以上のように、本実施形態においては、完全なホールド型表示（インパルス率；１００
％）とインパルス型表示（インパルス率；６２.５％、５０％、４０％、３０％）とを、
ユーザ指示に応じて５段階に切り換え可能としている。これは、図２８に示すように、リ
モコン（図示せず）に設けられた切換釦を押下操作する毎に順次切り換えるように構成し
たり、図２９に示すようなインパルス率設定用の画面を表示しながら、リモコン（図示せ
ず）に設けられた左右キーを操作することで、所望のインパルス率を選択切換可能に構成
することができる。図２９に示した例においては、「滑らかな動き」（ホールド型表示）
と「キレのある動き」（インパルス型表示）とを５段階に切換案内すべく画面上でＯＳＤ
表示している。
【０１６２】
　尚、上述した本実施形態においては、１フレーム期間内におけるバックライト点灯期間
（画像表示期間）、すなわちインパルス率を１００％以下で５段階に切り換え可能として
いるが、本発明はこれに限られず、予め定められた２以上のインパルス率をユーザ指示に
基づいて任意に切り換え可能とすれば良いことは言うまでもない。例えば、単にインパル
ス型表示とホールド型表示（インパルス型表示のオフ）とを二者択一的にユーザが切り換
え可能に構成しても良い。
【０１６３】
　また、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入力映像
ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面よりユ
ーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている。この
ユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、インパルス率を可変制御するよう
にしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目に
おいて、「ゲーム」が選択指示された場合、これに連動してインパルス率を大きくするよ
うに切換制御することができる。
【０１６４】
　さらに、ユーザによる表示輝度やコントラストなどに関する調整指示情報を用いて、イ
ンパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像調整項目
において、コントラストを大きくするよう調整指示された場合、これに連動してインパル
ス率を大きくして、表示輝度を向上するように切換制御することもできる。
【０１６５】
　このように、ユーザが直接的にインパルス率を切換操作するものに限らず、各種映像調
整項目に関するユーザ指示に連動させて、間接的にインパルス率を可変制御する構成とし
ても良い。
【０１６６】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置は、全面フラッシュ型のバックライト点灯方
式を用いてインパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、ユーザ指示に応じてバ
ックライトの点灯期間、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間の割合（インパ
ルス率）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカな
どの各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、ユーザにとって総合的な
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画質改善を実現することができる。
【０１６７】
　また、１フレーム期間内におけるバックライト光源１７の点灯期間（インパルス率）に
応じて、バックライト光源１７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階
調変換部１４で入力画像信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず
、入力画像信号と表示輝度の関係を常に一定とすることが可能である。
【０１６８】
　尚、上述した実施形態のように、バックライト光源１７そのものを全面フラッシュ点灯
（間欠点灯）するのではなく、常灯（連続点灯）のバックライト光源と液晶表示パネルと
の間に、１フレーム期間内における光透過期間（画像表示期間）を制限するＬＣＤなどの
シャッター手段を設けて、画像表示光を変調する構成としても良い。
【０１６９】
　〔第６の実施形態〕
　次に、本発明の第６の実施形態について、図３０乃至図３２とともに説明するが、上記
第５の実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図３０～
図３２は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理を説明するための説明図である
。
【０１７０】
　本実施形態の液晶表示装置は、走査型のバックライト点灯方式により、動画表示の際に
生じる動きぼけを防止するものであるが、基本的な機能ブロック図は１７とともに上述し
た第５の実施形態のものと同様である。異なるのは、走査線平行に配置された複数本の直
下型蛍光灯ランプや、複数個の直下型又はサイド照射型のＬＥＤ光源、ＥＬ光源などを用
いて構成されたバックライト光源１７のうち、所定の本数（個数）を１発光領域としてこ
れらを１フレーム期間内で順次スキャン点灯するよう制御している点である。制御ＣＰＵ
２０は、同期信号抽出部１９で抽出された垂直／水平同期信号（走査信号）及びリモコン
受光部２１で受信されたユーザ指示信号に基づいて、バックライト光源の各発光領域を順
次スキャン点灯するタイミングを制御している。
【０１７１】
　すなわち、本実施形態では、図３０に示すように、ある水平ライン群（表示分割領域）
の走査（画像の書き込み）が完了してから、液晶の応答遅延分を考慮して、該水平ライン
群に対応するバックライト光源１７の発光領域（ある蛍光灯ランプ群又はＬＥＤ群）を点
灯させる。これを上下方向に次の領域、・・・と繰り返す。これによって、図３０～図３
２中の斜線部分で示すように、バックライト点灯期間を、画像信号の書込走査箇所に対応
して、時間の経過に伴い発光領域単位で、順次移行させることができる。
【０１７２】
　ここで、図３０～図３２中において斜線部分で示す各発光領域のバックライト点灯期間
、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間（インパルス率）を、リモコン（図示
せず）を用いてユーザが入力した指示に応じて可変することにより、画像コンテンツや画
像内容等に応じて発生する、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカなどの各要因に
よる画質劣化を適切に抑制して、ユーザにとって総合的な画質改善を実現している。
【０１７３】
　尚、本実施形態においても、バックライト光源１７の点灯期間（画像表示期間）の可変
制御に伴い、制御ＣＰＵ２０はバックライト光源１７の発光輝度を可変するように光源駆
動部１８を制御する、或いは、入力画像信号の階調レベルを可変するように階調変換部１
４を制御している。ここでは、バックライト光源１７の点灯期間（点灯率）が短縮されて
も、入力画像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源１７の発光輝
度（バックライト輝度）を上げるとともに、階調変換部１４で入力画像信号レベルを変換
している。
【０１７４】
　階調変換部１４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表示を行
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わせるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各インパルス
率について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する変換
テーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、この変換テーブルを参照して、入力画像
信号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性の変化による画質劣化の発
生を抑制することができる。
【０１７５】
　また、上記制御ＣＰＵ２０は必要に応じて液晶表示パネル１６に供給する画像信号のフ
レーム周波数を可変するようフレーム周波数変換部１３を制御している。フレーム周波数
変換部１３は、例えばフレームメモリを備えたものであり、入力画像信号の１フレーム分
の画像をフレームメモリに記憶した後、制御ＣＰＵ２０からの制御信号に基づいて、所定
のフレーム周波数に変換した画像信号を出力することで、入力画像信号の時間軸圧縮を行
う。
【０１７６】
　例えば、図３０（ａ）～（ｃ）においては、１フレーム期間内における画像表示期間を
それぞれ５／８フレーム期間、１／２フレーム期間、３／８フレーム期間の３段階に可変
制御した場合の動作例を示している。ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害を
低減したい場合は、図３０（ａ）に示すように、ある水平ライン群において画像書込走査
が完了してから、予め決められた液晶の応答期間（ここでは１／４フレーム期間）だけ遅
延した後、すぐに該水平ライン群に対応するバックライト光線３の発光領域を点灯させて
、次のフレームの画像書込走査が始まるまで、バックライト点灯期間を保持する。
【０１７７】
　また、動きぼけによる画質妨害を低減したい場合は、図３０（ｂ）、（ｃ）に示すよう
に、バックライト点灯タイミングを遅らせるか、バックライト消灯タイミングを早めるか
して、バックライト点灯期間を短縮することで、インパルス率を小さくしている。ここで
、画面位置による輝度ムラの発生を防止するため、各発光領域のバックライト点灯期間は
、１フレーム毎に決定され、１フレーム内では変化させないこととする。
【０１７８】
　また、図３０に示した例においては、１フレーム期間内で１フレーム分の画像信号を液
晶表示パネル１６の全画面にわたって書込走査しているため、入力画像信号のフレーム周
波数（６０Ｈｚ）に変更を加えていないが、各発光領域のバックライト点灯期間を十分確
保するために、制御ＣＰＵ２０によりフレーム周波数変換部１３を制御し、例えば図３１
に示すように、入力画像信号のフレーム周波数を高周波数（２４０Ｈｚ）に変換すること
で、画像書込走査期間を短縮して、インパルス率を約７２％に増大させることができる。
【０１７９】
　従って、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が目立つ場合、ユーザ指示に
基づき、画像信号のフレーム周波数を高くするように可変制御することで、バックライト
点灯期間を増大させて、動きが滑らかな表示画像を得ることが可能となる（動き像がぼけ
るとストロボスコーピック、フリッカ等の画質妨害は減少する）。このように、必要に応
じて入力画像信号のフレーム周波数を変換することにより、バックライト点灯期間の設定
自由度を向上させることができる。
【０１８０】
　さらに、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が目立つ場合には、図３２に
示すように、ユーザ指示に基づいて、液晶応答期間を無視してバックライト光源１７を常
に全面点灯（連続点灯）させるように制御し、インパルス率を１００％（完全なホールド
型表示）に切り換えることにより、これらの画質妨害を完全に防止することが可能となる
。
【０１８１】
　以上のように、本実施形態においては、完全なホールド型表示（インパルス率；１００
％）とインパルス型表示（インパルス率；約７２％、６２.５％、５０％、３７.５％）と
を、ユーザ指示に応じて５段階に切り換え可能としている。これは、上記第５の実施形態
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と同様、図２８に示すように、リモコン（図示せず）に設けられた切換釦を押下操作する
毎に順次切り換えるように構成したり、図２９に示すようなインパルス率設定用の画面を
表示しながら、リモコン（図示せず）に設けられた左右キーを操作することで、所望のイ
ンパルス率を選択切換可能に構成することができる。
【０１８２】
　尚、上述した本実施形態においては、１フレーム期間内におけるバックライト点灯期間
（画像表示期間）、すなわちインパルス率を１００％以下で５段階に切り換え可能として
いるが、本発明はこれに限られず、予め設定された２以上のインパルス率をユーザ指示に
基づいて任意に切り換え可能とすれば良いことは言うまでもない。例えば、単にインパル
ス型表示とホールド型表示（インパルス型表示のオフ）とを二者択一的にユーザが切り換
え可能に構成しても良い。
【０１８３】
　また、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入力映像
ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面よりユ
ーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている。この
ユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、インパルス率を可変制御するよう
にしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目に
おいて、「ゲーム」が選択指示された場合、これに連動してインパルス率を大きくするよ
うに切換制御することができる。
【０１８４】
　さらに、ユーザによる表示輝度やコントラストなどに関する調整指示情報を用いて、イ
ンパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像調整項目
において、コントラストを大きくするよう調整指示された場合、これに連動してインパル
ス率を大きくして、表示輝度を向上するように切換制御することもできる。
【０１８５】
　このように、ユーザが直接的にインパルス率を切換操作するものに限らず、各種映像調
整項目に関するユーザ指示に連動させて、間接的にインパルス率を可変制御する構成とし
ても良い。
【０１８６】
　さらに、上記実施形態のものにおいては、バックライト光源１７を８つの発光領域（水
平ライン群）に分割して順次スキャン点灯しているが、発光分割領域の数は２以上であれ
ばいくつでも良く、また各発光領域はバックライト光源１７を水平方向（走査線と平行方
向）に分割した領域に限られないことは明らかである。この点においても、バックライト
光源１７として直下型平面ＬＥＤを用いた場合の方が、発光分割領域の設定を自由度の高
いものとすることができる。また、バックライト光源１７としてＬＥＤを用いた場合、そ
の駆動電流量を制御することで、比較的容易にバックライト輝度を制御することも可能と
なる。
【０１８７】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置においては、走査型のバックライト点灯方式
を用いてインパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、ユーザ指示に応じて各発
光領域のバックライト点灯期間、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間の割合
（インパルス率）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フ
リッカなどの各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、ユーザにとって
総合的な画質改善を実現することができる。
【０１８８】
　また、１フレーム期間内におけるバックライト光源１７の点灯期間（インパルス率）に
応じて、バックライト光源１７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階
調変換部１４で入力画像信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず
、入力画像信号と表示輝度の関係を常に一定とすることが可能である。
【０１８９】
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　尚、上述した実施形態のように、バックライト光源１７そのものを複数の発光領域に分
割して順次スキャン点灯（間欠点灯）するのではなく、常灯（連続点灯）のバックライト
光源と液晶表示パネルとの間に、各分割表示領域に対する、１フレーム期間内における光
透過期間（画像表示期間）を制限するＬＣＤなどのシャッター手段を設けて、画像表示光
を変調する構成としても良い。
【０１９０】
　〔第７の実施形態〕
　次に、本発明の第７の実施形態について、図３３乃至図３５とともに説明するが、上記
第６の実施形態と同一部分には同一符号を付し、その説明は省略する。ここで、図３３は
本実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロック図、図３４は本実施
形態の液晶表示装置における電極駆動動作を説明するためのタイミングチャート、図３５
は本実施形態の液晶表示装置における基本動作原理を説明するための説明図である。
【０１９１】
　本実施形態の液晶表示装置は、図３３に示すように、バックライト光源１７を常に点灯
状態（連続点灯）として、１フレーム期間内で液晶表示パネル１６への画像表示信号の書
込走査に続けて黒表示信号の書込走査（リセット走査）を行う黒書込型により、動画表示
の際に生じる動きぼけを防止するものであり、ユーザの指示入力に基づいて、制御ＣＰＵ
２０が電極駆動部１５による黒表示信号の書き込みタイミングを可変制御していることを
特徴とする。
【０１９２】
　すなわち、電極駆動部１５では、各走査線を画像表示のために選択する以外に、黒表示
のために再度選択するとともに、それに応じて入力画像信号及び黒表示信号をデータ線へ
供給するという一連の動作を１フレーム周期で行う。こうして、あるフレーム画像表示と
次のフレーム画像表示との間に黒信号を表示する期間（黒表示期間）を発生させている。
ここで、画像信号の書き込みタイミングに対する黒表示信号の書き込みタイミング（遅延
時間）を、ユーザ指示に応じて可変する。
【０１９３】
　また、黒表示期間の可変制御に伴い、制御ＣＰＵ２０はバックライト光源１７の発光輝
度を可変するように光源駆動部１８を制御する、或いは、入力画像信号の階調レベルを可
変するように階調変換部１４を制御している。ここでは、画像表示期間が短縮されても、
入力画像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源１７の発光輝度（
バックライト輝度）を上げるとともに、階調変換部１４で入力画像信号レベルを変換して
いる。
【０１９４】
　また、階調変換部１４は、インパルス率を変化させても、ガンマ特性の一致した画像表
示を行わせるために、入力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。すなわち、各イン
パルス率について、ガンマが一致するように入力画像信号レベル（階調レベル）を変換す
る変換テーブル（ＬＵＴ）をＲＯＭ等に格納しておき、この変換テーブルを参照して、入
力画像信号レベル（階調レベル）を変換する。こうして、ガンマ特性の変化による画質劣
化の発生を抑制することができる。
【０１９５】
　図３４は液晶表示パネル１６の走査線（ゲート線）に関するタイミングチャートである
。ゲート線Ｙ１～Ｙ４８０は、タイミングを少しずらして、１フレーム周期中において、
信号線（データ線）を介して画像信号を画素セルに書き込むために順次立ち上げられる。
４８０本すべてのゲート線を立ち上げて、画像信号を画素セルに書き込むことで１フレー
ム周期が終了する。
【０１９６】
　このとき、画像信号の書き込みのための立ち上げから、ユーザ指示に基づいて決定され
る期間だけ遅延して、ゲート線Ｙ１～Ｙ４８０を再度立ち上げて、各画素セルにデータ線
Ｘを介して黒を表示する電位を供給する。これにより、各画素セルは黒表示状態となる。
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すなわち、各ゲート線Ｙは、１フレーム周期において、異なるタイミングで２回高レベル
となる。１回目の選択により画素セルは一定期間画像データを表示し、それに続く２回目
の選択で、画素セルは強制的に黒表示を行う。
【０１９７】
　例えば、図３５（ａ）～（ｃ）においては、１フレーム期間内における画像表示期間を
それぞれ３／４フレーム期間、１／２フレーム期間、１／４フレーム期間の３段階に可変
制御した場合の動作例を示している。ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害を
低減したい場合は、図３５（ａ）に示すように、ある画素に対して画像表示信号の書き込
みが完了してから、３／４フレーム期間だけ遅延した後、黒表示信号の書き込みを開始し
、次のフレームの画像書込走査が始まるまで黒表示期間（１／４フレーム期間）を保持す
る。
【０１９８】
　また、動きぼけによる画質妨害を低減したい場合は、図３５（ｂ）、（ｃ）に示すよう
に、黒表示信号の書込開始タイミングを早めることで、黒表示信号の供給期間（画像信号
の非表示期間）を増大させて、画像表示期間を短縮することにより、インパルス率を小さ
くしている。ここで、画面位置による輝度ムラの発生を防止するため、各水平ラインの画
像書き込みタイミングに対する黒書き込みタイミング（遅延時間）は、１フレーム毎に決
定され、１フレーム内では変化させないこととする。
【０１９９】
　さらに、ストロボスコーピック、フリッカによる画質妨害が目立つ場合には、図３２に
示すように、ユーザ指示に基づいて、黒表示信号の書込走査を行わず黒表示期間を無くす
ように制御し、インパルス率を１００％（完全なホールド型表示）に切り換えることによ
り、これらの画質妨害を完全に防止することが可能となる。
【０２００】
　以上のように、本実施形態においては、完全なホールド型表示（インパルス率；１００
％）とインパルス型表示（インパルス率；約７５％、５０％、２５％）とを、ユーザ指示
に応じて４段階に切り換え可能としている。これは、上記第５の実施形態と同様、図２８
に示すように、リモコン（図示せず）に設けられた切換釦を押下操作する毎に順次切り換
えるように構成したり、図２９に示すようなインパルス率設定用の画面を表示しながら、
リモコン（図示せず）に設けられた左右キーを操作することで、所望のインパルス率を選
択切換可能に構成することができる。
【０２０１】
　尚、上述した本実施形態においては、１フレーム期間内における画像表示期間（インパ
ルス率）を１００％以下で４段階に切り換え可能としているが、本発明はこれに限られず
、予め設定された２以上のインパルス率をユーザ指示に基づいて任意に切り換え可能とす
れば良いことは言うまでもない。例えば、単にインパルス型表示とホールド型表示（イン
パルス型表示のオフ）とを二者択一的にユーザが切り換え可能に構成しても良い。
【０２０２】
　また、この種の画像表示装置においては、「標準」「映画」「ゲーム」などの入力映像
ソース毎に最適な画質（映像出力特性）調整を行わせるために、メニュー設定画面よりユ
ーザが入力映像ソース（映像ポジション）を選択指示できるように構成されている。この
ユーザによる入力映像ソースの選択指示情報を用いて、インパルス率を可変制御するよう
にしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像ソース（映像ポジション）の選択項目に
おいて、「ゲーム」が選択指示された場合、これに連動してインパルス率を大きくするよ
うに切換制御することができる。
【０２０３】
　さらに、ユーザによる表示輝度やコントラストなどに関する調整指示情報を用いて、イ
ンパルス率を可変制御するようにしても良い。例えば、メニュー設定画面の映像調整項目
において、コントラストを大きくするよう調整指示された場合、これに連動してインパル
ス率を大きくして、表示輝度を向上するように切換制御することもできる。
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【０２０４】
　このように、ユーザが直接的にインパルス率を切換操作するものに限らず、各種映像調
整項目に関するユーザ指示に連動させて、間接的にインパルス率を可変制御する構成とし
ても良い。
【０２０５】
　さらに、本実施形態においては、入力画像信号（６０Hz）のフレーム周波数を変換せず
にそのまま液晶表示パネル１６に供給しているが、画像信号のフレーム周波数を可変して
も良いことは言うまでもない。そしてまた、上記黒表示期間にはバックライト光源１７を
消灯することで、バックライト点灯期間を短縮して、バックライト光源１７の長寿命化、
低消費電力化を実現することも可能である。ここで、バックライト光源１７としてＬＥＤ
を用いた場合、その駆動電流量を制御することで、比較的容易にバックライト輝度を制御
することも可能となる。
【０２０６】
　以上のように、本実施形態の液晶表示装置においては、黒書込型の表示方式を用いてイ
ンパルス型駆動の表示状態に近づけるものにおいて、ユーザ指示に応じて黒表示期間（画
像非表示期間）、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間の割合（インパルス率
）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカなどの各
要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、ユーザにとって総合的な画質改
善を実現することができる。
【０２０７】
　また、１フレーム期間内における画像表示期間の割合（インパルス率）に応じて、バッ
クライト光源１７の発光輝度（バックライト輝度）を可変するとともに、階調変換部１４
で入力画像信号の階調レベルを変換しているので、インパルス率に関わらず、入力画像信
号と表示輝度の関係を常に一定とすることが可能である。
【０２０８】
　
〔第８の実施形態〕
　次に、本発明の第８の実施形態について、図３６、図３７、第４の実施形態で用いた図
１８乃至図２３とともに説明するが、上記第７の実施形態と同一部分には同一符号を付し
、その説明は省略する。ここで、図３６は本実施形態の液晶表示装置における要部概略構
成を示す機能ブロック図、図３７は本実施形態の電極駆動部を示す機能ブロック図である
。
【０２０９】
　本実施形態は、基本的には第７の実施形態と同じく、バックライト光源１７を常に点灯
状態（連続点灯）として、１フレーム期間内で液晶表示パネル１６への画像表示信号の書
込走査に続けて黒表示信号の書込走査（リセット走査）を行う黒書込型により、動画表示
の際に生じる動きぼけを防止するものであり、ユーザの指示入力に基づいて、制御ＣＰＵ
２０が電極駆動部１５ａによる黒表示信号の書き込みタイミングを可変制御していること
を特徴とする。
【０２１０】
　第７の実施形態においては、黒表示期間の可変制御によってインパルス率を変化させた
場合、ガンマ特性をほぼ一致させるには、あらかじめ変換テーブルを用意し、階調変換部
１４が、この変換テーブルを参照して変換処理を行う。これに対して、本実施形態におい
ては、図３６に示すように、本実施形態は、階調変換部１４を備えてはおらず、階調変換
部１４に代わって、電極駆動部１５ａが各インパルス率に対応して液晶表示パネル１６に
印加する階調電圧を可変し、ガンマ特性をほぼ一致させる。
【０２１１】
　また、黒表示期間の可変制御に伴い、制御ＣＰＵ２０はバックライト光源１７の発光輝
度を可変するように光源駆動部１８を制御する、或いは、液晶表示パネル１６に印加する
階調電圧を可変するように電極駆動部１５ａを制御している。ここでは、画像表示期間が
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短縮されても、入力画像信号と表示輝度の関係が一定となるように、バックライト光源１
７の発光輝度（バックライト輝度）を上げるとともに、電極駆動部１５ａで液晶表示パネ
ル１６に印加する階調電圧を可変している。
【０２１２】
　次に電極駆動部１５ａの構成、黒表示信号によるインパルス率の可変動作及び液晶表示
パネル１６に印加する階調電圧の可変動作について詳しく説明する。
この電極駆動部１５ａは、図３７に示すように、基準階調電圧データ格納部１３１、基準
階調電圧発生部１３２、走査線駆動回路１３３、信号線駆動回路１３４からなる構成であ
る。
【０２１３】
　インパルス型表示を行う際は、走査線駆動回路１３３から液晶表示パネル１６の走査線
（ゲート線Ｙ）に供給される走査信号が、画像データに応じた階調電圧を画素電極に書き
込むための画像表示用選択期間と、黒表示するための電圧を画素電極に書き込むための黒
表示用選択期間との２つの走査線選択期間を１フレーム期間内に有している。これによっ
て、図３４に示したように、各ゲート線Ｙが、１フレーム周期において、異なるタイミン
グで２回高レベルとなる。また、信号線駆動回路１３４は、各信号線（データ線Ｘ）から
画像表示信号に対応した階調電圧と黒表示信号に対応した電圧が液晶表示パネル１６に対
して交互に出力される。こうして、１回目の選択により画素セルは一定期間画像表示信号
を表示し、それに続く２回目の選択で、画素セルは強制的に黒表示を行う。
【０２１４】
　ここで、黒表示用選択期間は、インパルス率に応じて選択され、画像表示用選択期間が
選択される走査線の複数行下又は複数行上の走査線に対して黒表示を行うものとする。そ
して、黒表示用選択期間における信号線には黒表示信号に応じた電圧が印加され、走査線
毎に黒表示を行うことが可能となっている。このような黒表示信号の書き込み行、画像表
示信号の書き込み行の選択は、制御ＣＰＵ２０が走査線駆動回路１３３を適宜制御するこ
とにより実現される。これによって、画像表示信号の書き込み行と黒表示信号の書き込み
行とが複数行上又下の間隔を保った状態で、それぞれ線順次走査されることとなる。
【０２１５】
　また、各フレームの画像表示信号と黒表示信号との切換制御も、制御ＣＰＵ２０により
行っている。１つの画素列に注目すると、あるライン（行）に対する画像表示用選択期間
で画像表示信号を、他のライン（行）に対する黒表示用選択期間で黒表示信号を、信号線
駆動回路１３４から液晶表示パネル１６へ供給している。以上により、１フレーム期間内
における黒表示期間の割合を可変して、各インパルス率のインパルス型表示を実現するこ
とができる。
【０２１６】
　尚、ホールド型表示（インパルス率；１００％）を行う際には、入力画像信号を信号線
駆動回路１３４に供給するとともに、１フレーム周期で線順次走査するように走査線駆動
回路１３３を制御ＣＰＵ２０により制御する（黒表示信号の書き込みは行わない）。これ
によって、インパルス率が１００％の通常のホールド型表示を実現することができる。
【０２１７】
　次に、液晶表示パネル６に印加する階調電圧の可変動作について説明する。基準階調電
圧発生部１３２は、基準階調電圧データ格納部１３１に格納されている基準階調電圧デー
タに基づき、信号線駆動回路１３４に対して基準階調電圧を供給するものである。ここで
、基準階調電圧データ格納部１３１には、図１８に示すように、各インパルス率に対応（
ここでは、インパルス率；１００％のホールド型表示時と、インパルス率；５０％のイン
パルス型表示時との各々に対応）した基準階調電圧データがＲＯＭの別領域に格納されて
おり、これらは制御ＣＰＵ２０により選択指示されて、基準階調電圧発生部１３２に出力
される。基準階調電圧データ格納部１３１に格納される基準階調電圧データは、以下のよ
うに設定される。
【０２１８】
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　まず、ホールド型表示（インパルス率；１００％）時に対応した基準階調電圧データは
、図１９に示した印加電圧と液晶透過率との関係、いわゆるＶ－Ｔ曲線より、表示階調と
表示輝度（液晶透過率）の関係が例えばガンマ２．２の関係となるように設定されている
。ここでは、例えば表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ｂｉｔの２５６階調であ
る場合、０，３２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５階調に相当す
る電圧データＶ０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５が設定／格納されており、この格納された
基準階調以外の階調については、上記基準階調電圧を線形に抵抗分割することで、液晶表
示パネル１６に印加する全階調電圧が求められる。
【０２１９】
　一方、インパルス型表示（インパルス率；５０％）を行う場合の基準階調電圧データは
、図１９に示したＶ－Ｔ曲線から即座に決定されるものではなく、図２０に示すインパル
ス型表示時の表示輝度（透過率）の時間変化における、１フレーム期間内での輝度の積分
値Ｉと液晶への印加電圧Ｔの関係を求めることにより決定される。輝度積分値Ｉは液晶の
応答速度により変化する。また、液晶応答速度は表示階調により変化するため、インパル
ス型表示を行う場合には、図１９に示した印加電圧と液晶透過率（輝度）の関係は成立し
ない。すなわち、図１９のよりＶ－Ｔ曲線から決定されたホールド型表示を行う際の階調
電圧では所望の階調表示ができない。
【０２２０】
　そこで、インパルス型表示を行う場合には、新たに１フレーム期間内での輝度の積分値
Ｉと印加電圧の関係を計測し、ホールド型表示時とは異なる基準階調電圧データを設定す
る。この基準階調電圧データの設定にあたっては、表示階調と表示輝度（液晶透過率）の
積分値Ｉとの関係が例えばガンマ２．２の関係となるよう設定されている。ここでは、例
えば表示信号レベル数すなわち表示データ数が８ｂｉｔの２５６階調である場合、０，３
２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５階調に相当する電圧データＶ
０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５が設定／格納されており、この格納された基準階調以外の
階調については、上記基準階調電圧を線形に抵抗分割することで、液晶表示パネル１６に
印加する全階調電圧が求められる。
【０２２１】
　基準階調電圧発生部１３２は、図２１に示すように、基準階調電圧データ格納部１３１
より取得したＶ０，Ｖ３２，・・・，Ｖ２５５のデジタルデータを、ＤＡコンバータ５１
によりＤ／Ａ変換した後、アンプ部５２により適宜増幅することで調整された基準階調電
圧ＶＡ０，ＶＡ３２，・・・，ＶＡ２５５を、ソースドライバ等を含む信号線駆動回路１
３４へ供給する。信号線駆動回路１３４は、図２２に示すように、基準階調電圧ＶＡ０，
ＶＡ３２・・・・ＶＡ２５５の各入力端子が抵抗分割接合されており、画像表示信号に対
応した全階調電圧を生成することで、８ｂｉｔの画像表示信号を表示することができる。
【０２２２】
　尚、ここでは、０，３２，６４，９６，１２８，１６０，１９２，２２４，２５５の３
２階調毎の９つの基準階調に対する階調電圧を発生し、これ以外の階調電圧を抵抗分割に
よって生成するものについて説明したが、これに限らず、例えば１６階調毎の基準階調に
対する階調電圧を発生するものなどに適用しても良いことは言うまでもない。
【０２２３】
　以上のように、基準階調電圧データ格納部１３１に格納されたホールド型表示（インパ
ルス率；１００％）をする際の基準階調電圧データ、或いは、インパルス型表示（インパ
ルス率；５０％）をする際の基準階調電圧データの各々は、制御ＣＰＵ２０からの制御信
号に基づいて、そのいずれかが基準階調電圧発生部１３２に読み出され、この基準階調電
圧データに基づき、入力画像信号の各階調レベルに対応して液晶表示パネル１６へ印加さ
れる階調電圧が決定される。
【０２２４】
　これによって、図２３に示すように、ホールド型表示とインパルス型表示とのいずれを
行う場合であっても、黒挿入に伴って発生する表示階調毎の液晶の応答速度差に起因した
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ガンマ特性の変化を防止して、理想的な表示状態を保持することが可能となり、ガンマ特
性の変化に由来する画質劣化の発生を抑制することができる。
【０２２５】
　本実施形態の液晶表示装置において、ユーザ指示に基づいて、インパルス率をどのよう
に変化させるかについては、第７の実施形態に示したものと同様の動作を行うため、詳し
い説明は省略する。
【０２２６】
　第７の実施形態のように、階調変換部を設けて、画像データの階調レベルを変換するこ
とにより、入力画像データに対応して液晶表示パネル１６に印加される階調電圧を可変す
る構成とした場合、制御ＣＰＵ２０へ供給される画像データは実質ビット圧縮されること
となり、階調変換によって表示能力が低下してしまう可能性もある。
【０２２７】
　これに対し、本実施形態のように、信号線駆動回路１３４へ供給する基準階調電圧自体
を調整することにより、8bitの表示能力を保持したまま、ガンマ特性変化を抑制すること
が可能となり、例えばグラデーションなど微妙な階調変化を表示する際にも、すじ状の不
連続性が表示されることなく、高品位な表示を実現することができる。
【０２２８】
　尚、上記第の８実施形態のように、入力画像信号の各階調レベルに対応して液晶表示パ
ネルへ印加される階調電圧を、各インパルス率に応じて可変する構成を、上記第５乃至第
７の実施形態に適用しても良いことは言うまでもない。
【０２２９】
　また、上記本発明の第５～８の実施形態においては、図示しないリモコンを用いてイン
パルス率の可変設定に関するユーザ指示入力を行うものについて説明したが、装置本体に
設けられた操作部等を用いてユーザ指示入力を行うようにしても良いことは言うまでもな
い。
【０２３０】
　さて、表示すべき画像コンテンツ種別の検出結果に応じて、インパルス率を自動切換え
するもの（第１～４の実施形態）においては、例えばゲーム（ＣＧアニメーション）画像
にはモーションブラーが付加されていないことを前提に、インパルス率を大きくしている
が、高度な画像処理によりモーションブラーが付加されたゲーム（ＣＧアニメーション）
画像に対しては、インパルス率を小さくして、動きボケ妨害の発生を防止するのが望まし
い。しかし、このような場合であっても、上述した第５～８の実施形態のように、ユーザ
が任意のインパルス率を選択できるように構成することで、表示すべき画像に応じた最適
なインパルス率を設定することが可能である。
【０２３１】
　また、この種の表示装置においては、図３８に示すように、当該装置の使用環境におけ
る外光照度（明るさ）に応じて表示輝度を可変制御することにより、例えば表示面に直射
日光があたっている場合や、暗い室内で視聴している場合などであっても、常にユーザに
とって見やすい画面表示を実現している。従って、当該装置の使用環境における外光照度
が明るい場合は、インパルス率をより大きく、外光照度が暗い場合は、インパルス率をよ
り小さくすることが望ましく、当該装置の使用環境における明暗（外光照度の強度）に応
じて、ユーザが最適なインパルス率を設定することにより、動きぼけの防止による画質向
上に加えて、表示輝度変調によるユーザにとって見やすい画像表示を容易に実現すること
が可能となる。
【０２３２】
　特に、照度センサにより検出された外光照度レベル（周囲の明るさ）に応じて、上記イ
ンパルス率を自動切換えするように構成した場合、例えば表示画面の一部領域に日だまり
の直射日光が当たる場所に設置されたときには、照度センサによる検出照度の誤差が大き
くなり、最適な表示輝度とすることができない可能性があるが、上述した第５～８の実施
形態のように、ユーザが任意のインパルス率を選択できるように構成することで、当該装
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置の使用環境における外光照度に応じた最適なインパルス率を設定することが可能となり
、常にユーザにとって見やすい画像表示を実現することができる。
【０２３３】
　さらに、図３９に示すように、液晶の応答速度は温度依存性が非常に大きく、特に低温
時の入力信号に対する追従性が極端に悪くなり、応答時間が増大することが知られている
。すなわち、装置内温度が低い場合、より長い液晶の応答期間を確保して、液晶が完全に
応答して目標輝度に到達した後、バックライト光源の点灯を開始したり、黒表示信号（画
像表示信号）の書き込みを開始することが望ましく、従って、当該装置内温度に応じて、
ユーザが最適なインパルス率を設定することにより、動きぼけの防止による画質向上に加
えて、尾引き等の残像の発生を抑制して、動画像の表示品質を向上することが可能となる
。
【０２３４】
　特に、温度センサにより検出された装置内温度（パネル温度）に応じて、上記インパル
ス率を自動切換えするように構成した場合、例えば表示画面の一部領域にエアコンの吹き
出し風が当たる場所や、日だまりの直射日光が当たる場所に設置されたときには、温度セ
ンサによる検出温度の誤差が大きくなり、最適な液晶応答期間を確保することができず、
尾引き等の残像の発生を招来してしまう可能性があるが、上述した第５～８の実施形態の
ように、ユーザが任意のインパルス率を選択できるように構成することで、当該装置内温
度（パネル温度）に応じた最適なインパルス率を設定することが可能となり、常にユーザ
にとって良好な動画像の表示を行うことができる。
【０２３５】
　そしてまた、ユーザが任意のインパルス率を選択できるように構成することにより、意
図的にぎこちない動き（ストロボスコーピック）を映出したり、ぼやけた動き（動きぼけ
）を映出するなど、ユーザによって特殊な映像表現を行うことも可能となる。
【０２３６】
　以上のとおり、本発明は、表示すべき画像信号を液晶表示パネルに書き込むとともに、
バックライト光源を１フレーム期間内で間欠点灯する液晶表示装置であって、表示すべき
画像コンテンツの種別を検出する手段と、前記検出された画像コンテンツの種別に基づい
て、前記バックライト光源の点灯時間を可変制御する手段とを備えたことを特徴とする。
【０２３７】
　また、前記バックライト光源が、前記液晶表示パネルに供給される垂直同期信号に同期
して１フレーム期間毎に全面フラッシュ発光するものであることを特徴とする。
【０２３８】
　さらに、前記バックライト光源が、複数の発光領域を前記液晶表示パネルに供給される
垂直同期信号及び水平同期信号に同期して順次スキャン点灯するものであることを特徴と
する。
【０２３９】
　そしてまた、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、該バックライト光源の発光強
度を可変することを特徴とする。
【０２４０】
　また、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、入力画像信号の階調レベルを可変す
ることを特徴とする。
【０２４１】
　さらに、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、入力画像信号に対応して前記液晶
パネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２４２】
　そしてまた、前記画像コンテンツの種別に基づいて、入力画像信号のフレーム周波数を
可変することを特徴とする。
【０２４３】
　また、放送データに含まれるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コンテンツの
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種別を検出することを特徴とする。
【０２４４】
　さらに、外部メディアから得られるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コンテ
ンツの種別を検出することを特徴とする。
【０２４５】
　そしてまた、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、表示すべき
画像コンテンツの種別を検出することを特徴とする。
【０２４６】
　さらに、本発明は、表示すべき画像信号と黒表示信号とを１フレーム期間内で液晶表示
パネルに書き込む液晶表示装置であって、表示すべき画像コンテンツの種別を検出する手
段と、前記検出された画像コンテンツの種別に基づいて、前記黒表示信号を液晶表示パネ
ルに供給する期間を可変制御する手段とを備えたことを特徴とする。
【０２４７】
　また、前記黒表示信号の供給期間に応じて、前記液晶表示パネルを照射するバックライ
ト光源の発光強度を可変することを特徴とする。
【０２４８】
　さらに、前記黒表示信号の供給期間に応じて、入力画像信号の階調レベルを可変するこ
とを特徴とする。
【０２４９】
　そしてまた、前記黒表示信号の供給期間に応じて、入力画像信号に対応して前記液晶パ
ネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２５０】
　さらに、放送データに含まれるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コンテンツ
の種別を検出することを特徴とする。
【０２５１】
　また、外部メディアから得られるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コンテン
ツの種別を検出することを特徴とする。
【０２５２】
　さらに、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、表示すべき画像
コンテンツの種別を検出することを特徴とする。
【０２５３】
　そしてまた、本発明は、表示すべき画像信号の液晶パネルに対する表示期間と非表示期
間とを１フレーム期間内に設ける液晶表示装置であって、表示すべき画像コンテンツの種
別を検出する手段と、前記検出された画像コンテンツの種別に基づいて、前記１フレーム
期間内における画像信号の表示期間の割合を可変制御する手段とを備えたことを特徴とす
る。
【０２５４】
　さらに、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合に応じて、入力画像
信号の階調レベルを可変することを特徴とする。
【０２５５】
　また、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合に応じて、入力画像信
号に対応して前記液晶パネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２５６】
　さらに、放送データに含まれるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コンテンツ
の種別を検出することを特徴とする。
【０２５７】
　そしてまた、外部メディアから得られるコンテンツ情報に基づいて、表示すべき画像コ
ンテンツの種別を検出することを特徴とする。
【０２５８】
　さらに、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、表示すべき画像
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コンテンツの種別を検出することを特徴とする。
【０２５９】
　また、本発明は、表示すべき画像信号を液晶表示パネルに書き込むとともに、バックラ
イト光源を１フレーム期間内で間欠点灯する液晶表示装置であって、ユーザ指示入力を検
出する手段と、前記検出されたユーザ指示に基づいて、前記バックライト光源の点灯時間
を可変制御する手段とを備えたことを特徴とする。
【０２６０】
　さらに、前記バックライト光源が、前記液晶表示パネルに供給される垂直同期信号に同
期して１フレーム期間毎に全面フラッシュ発光するものであることを特徴とする。
【０２６１】
　そしてまた、前記バックライト光源が、複数の発光領域を前記液晶表示パネルに供給さ
れる垂直同期信号及び水平同期信号に同期して順次スキャン点灯するものであることを特
徴とする。
【０２６２】
　さらに、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、該バックライト光源の発光強度を
可変することを特徴とする。
【０２６３】
　また、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、入力画像信号の階調レベルを可変す
ることを特徴とする。
【０２６４】
　さらに、前記バックライト光源の点灯期間に応じて、入力画像信号に対応して前記液晶
パネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２６５】
　また、前記ユーザ指示に基づいて、入力画像信号のフレーム周波数を可変することを特
徴とする。
【０２６６】
　さらに、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、前記バックライ
ト光源の点灯時間を可変することを特徴とする。
【０２６７】
　そしてまた、ユーザにより入力された映像調整指示情報に基づいて、前記バックライト
光源の点灯時間を可変することを特徴とする。
【０２６８】
　さらに、本発明は、表示すべき画像信号と黒表示信号とを１フレーム期間内で液晶表示
パネルに書き込む液晶表示装置であって、ユーザ指示入力を検出する手段と、前記検出さ
れたユーザ指示に基づいて、前記黒表示信号を液晶表示パネルに供給する期間を可変制御
する手段とを備えたことを特徴とする。
【０２６９】
　また、前記黒表示信号の供給期間に応じて、前記液晶表示パネルを照射するバックライ
ト光源の発光強度を可変することを特徴とする。
【０２７０】
　さらに、前記黒表示信号の供給期間に応じて、入力画像信号の階調レベルを可変するこ
とを特徴とする。
【０２７１】
　そしてまた、前記黒表示信号の供給期間に応じて、入力画像信号に対応して前記液晶パ
ネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２７２】
　さらに、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、前記黒表示信号
の供給期間を可変することを特徴とする。
【０２７３】
　また、ユーザにより入力された映像調整指示情報に基づいて、前記黒表示信号の供給期
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間を可変することを特徴とする。
【０２７４】
　さらに、本発明は、表示すべき画像信号の液晶パネルに対する表示期間と非表示期間と
を１フレーム期間内に設ける液晶表示装置であって、ユーザ指示入力を検出する手段と、
前記検出されたユーザ指示に基づいて、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期
間の割合を可変制御する手段とを備えたことを特徴とする。
【０２７５】
　そしてまた、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合に応じて、入力
画像信号の階調レベルを可変することを特徴とする。
【０２７６】
　さらに、前記１フレーム期間内における画像信号の表示期間の割合に応じて、入力画像
信号に対応して前記液晶パネルに印加する階調電圧を可変することを特徴とする。
【０２７７】
　また、ユーザにより入力された映像ソース選択指示情報に基づいて、前記１フレーム期
間内における画像信号の表示期間の割合を可変することを特徴とする。
【０２７８】
　さらに、ユーザにより入力された映像調整指示情報に基づいて、前記１フレーム期間内
における画像信号の表示期間の割合を可変することを特徴とする。
【０２７９】
　本発明の液晶表示装置によれば、動きぼけを防止するためにバックライト光源を間欠駆
動する際に、表示すべき画像コンテンツの種別に応じて、あるいはユーザ指示に応じて、
バックライトの点灯期間、すなわち１フレーム期間内における画像表示期間の割合（イン
パルス率）を適切に切り換えることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカ
等の各要因による画質劣化を適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改善を実現
することができる。
【０２８０】
　同様に、黒表示信号を液晶表示パネルへ書み込むことで動きぼけを防止する際にも、表
示すべき画像コンテンツの種別に応じて、あるいはユーザ指示に応じて、黒表示期間、す
なわち１フレーム期間内における画像表示期間の割合（インパルス率）を適切に切り換え
ることにより、動きぼけ、ストロボスコーピック、フリッカ等の各要因による画質劣化を
適切に抑制することが可能となり、総合的な画質改善を実現することができる。
【産業上の利用可能性】
【０２８１】
　本発明に係る液晶表示装置は、インパルス型表示に近づけることにより、動画表示の際
に生じる動きぼけを防止するものであり、液晶テレビやコンピュータのモニタ等に適して
いる。
【図面の簡単な説明】
【０２８２】
【図１】従来の液晶表示装置（全面フラッシュ型）における要部概略構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図２】従来の液晶表示装置（全面フラッシュ型）におけるディスプレイ応答を示す説明
図である。
【図３】従来の液晶表示装置（走査型）における液晶表示パネルに対するバックライト光
源の配設例を示す説明図である。
【図４】従来の液晶表示装置（走査型）における各ランプの点灯／消灯タイミングの一例
を示す説明図である。
【図５】従来の液晶表示装置（走査型）における各ランプの点灯／消灯タイミングの他の
例を示す説明図である。
【図６】（ａ）、（ｂ）黒書込型によるインパルス型表示の表示動作原理、（ｃ）ホール
ド型表示の表示動作原理を示す概略説明図である。
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【図７】モーションブラーの付加量が異なる画像コンテンツの種別を説明するための概略
説明図である。
【図８】本発明の液晶表示装置の第１の実施形態における要部概略構成を示す機能ブロッ
ク図である。
【図９】本発明の液晶表示装置の第１の実施形態における基本動作原理の一例を説明する
ための説明図である。
【図１０】本発明の液晶表示装置の第１の実施形態における基本動作原理の他の例を説明
するための説明図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の第２の実施形態における基本動作原理の一例を説明す
るための説明図である。
【図１２】本発明の液晶表示装置の第２の実施形態における基本動作原理の他の例を説明
するための説明図である。
【図１３】本発明の液晶表示装置の第３の実施形態における要部概略構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図１４】本発明の液晶表示装置の第３の実施形態における電極駆動動作を説明するため
のタイミングチャートである。
【図１５】本発明の液晶表示装置の第３の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図１６】本発明の第４の実施形態の液晶表示装置における要部概略構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図１７】本発明の第４の実施形態の電極駆動部を示す機能ブロック図である。
【図１８】本発明の液晶表示装置における基準階調電圧データ格納部の内容例を示す概略
説明図である。
【図１９】液晶の印加電圧に対する透過率の関係の一例を示す説明図である。
【図２０】本発明の液晶表示装置における液晶の応答特性を示す概略説明である。
【図２１】本発明の液晶表示装置における基準階調電圧発生部の概略構成を示すブロック
図である。
【図２２】本発明の液晶表示装置における信号線駆動回路の要部概略構成を示す回路図で
ある。
【図２３】本発明の液晶表示装置におけるホールド型表示時とインパルス型表示時とのガ
ンマ特性を示す概略説明図である。
【図２４】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態における要部概略構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図２５】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図２６】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図２７】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図２８】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態におけるインパルス率の切換動作例を
示す説明図である。
【図２９】本発明の液晶表示装置の第５の実施形態におけるインパルス率の切換設定画面
例を示す説明図である。
【図３０】本発明の液晶表示装置の第６の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図３１】本発明の液晶表示装置の第６の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図３２】本発明の液晶表示装置の第６の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図３３】本発明の液晶表示装置の第７の実施形態における要部概略構成を示す機能ブロ
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【図３４】本発明の液晶表示装置の第７の実施形態における電極駆動動作を説明するため
のタイミングチャートである。
【図３５】本発明の液晶表示装置の第７の実施形態における基本動作原理を説明するため
の説明図である。
【図３６】本発明の液晶表示装置の第８の実施形態における要部概略構成を示す機能ブロ
ック図である。
【図３７】本発明の第８の実施形態の電極駆動部を示す機能ブロック図である。
【図３８】本発明の液晶表示装置における使用環境における外光照度と表示輝度の関係を
示す特性図である。
【図３９】本発明の液晶表示装置における応答時間と温度の関係を示す特性図である。
【符号の説明】
【０２８３】
　１　多重分離部
　２　画像復号部
　３　フレーム周波数変換部
　４　階調変換部
　５　電極駆動部
　６　液晶表示パネル
　７　バックライト光源
　８　光源駆動部
　９　同期信号抽出部
１０　制御ＣＰＵ
１３　フレーム周波数変換部
１４　階調変換部
１５　電極駆動部
１６　液晶表示パネル
１７　バックライト光源
１８　光源駆動部
１９　同期信号抽出部
２０　制御ＣＰＵ
２１　リモコン受光部
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